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北大阪商工会議所

北大阪商工会議所公式LINEアカウントで
経営に役立つ情報、府市からの支援策など
を随時発信！

今月の表紙：Taiyo Studio今月の表紙：Taiyo Studio

北大阪商工会議所北大阪商工会議所　公式アプリ開設
公式LINEアカウント開設

LINE

右のQRコードを読み取って
ぜひご登録ください

Androidの方はこちら

iPhoneの方はこちら

北大阪商工会議所公式アプリをスマホに
入れていただくと、補助金等施策情報を
始め、確定申告、源泉徴収、労働保険年度
更新の各時期など経営に必要な情報をリアル
タイムで通知、情報に直接アクセスでき、
経営の羅針盤としてご活用いただけます！
今すぐダウンロードを！

３



交野の地図を創る。
森英興産は交野市を拠点に、上下水道工事、道路、河川などの公共工事や宅地造成工事を行っております。
近年は地震や津波といった災害が多く、又それに対応できるよう、森英興産ならびに地元業者が
「交野市建星会」という災害ボランティア団体を結成しております。
これからも地域の皆様の暮らしを見守り、人々の笑顔と交野の美しい自然を残し、交野の地図を創り続けた
いと思っております。

お客様は神様です。
森英興産は、『顧客第一主義』『地域社会への貢献』理念で社会のお役に立つこと、地域の皆様に喜ばれるよ
うに頑張っています。
公共工事・造成工事はもとより、建築工事・外構工事やリフォームなどの工事に関する御用がございました
ら、お気軽にご相談くださいますようお願い申し上げます。

営業種目：総合建設業・総合管理業・設計業務　　建設業許可：大阪府知事（般-３）第117756号

代表取締役：森　英介　本社：交野市南星台2丁目1-2
第二資材置場：交野市星田北６丁目11-20
TEL：072-892-4567　FAX：072-892-4141

企
業
理
念

着工前 施工中 完　了

護岸整備工事

着工前 完了

森南傍示線道路拡幅工事



Nijiriguchiの躙り口

今回の主人公は、枚方市津田駅
前の写真スタジオTaiyo Studio

（タイヨースタジオ）の代表を務め
る石田典央氏(50)と妻のマスミ
氏（52）のお二人。典央氏がカメ
ラマン、マスミ氏が撮影アシスタ
ントを務め、夫婦二人三脚で営む
写真スタジオだ。

同店は、1972年（昭和47年）に
典央氏の父が「太陽カメラ商会」
として創業。父の時代は、フィル
ムカメラの写真プリントがメイン
だったが、デジタルカメラの普及
によりニーズが一変。跡を継いだ
典央氏は、「プリントショップ」
から「写真スタジオ」へと転換を
はかった。店を改装したスタジオ
は、アットホームな空間作りにこ
だわった。スタジオでの撮影は緊
張で表情が硬くなりがちだからだ。
お宮参りや七五三、入園・入学な
どでの子どもや家族写真の撮影が
多いそうだが、二人の見事なコン
ビネーションでスタジオの雰囲気
を盛り上げ子どもの最高の笑顔を
引き出す。店内に飾られている写
真は、どれも自然体で笑顔が溢れ
ている。二人の明るく優しい人柄
だからこそ引き出せる “技” だ。

完全予約制のプライベートスタ
ジオが、コロナ禍でも追い風とな
り、売り上げも順調だ。子ども
の成長に合わせて撮影に訪れる
リピーターのお客様も多く、「お
子さんや家族の歩みを見守ること
ができる、とてもありがたい仕事。
このまま夫婦二人で地域の人たち
に必要とされる写真スタジオで
あり続けたい」と語る。そんな石
田夫妻のこれまでの歩みと思いに
迫った。

（詳しくは11頁）

令和６年３月１日　毎月１日発行　通巻634号
北大阪商工会議所　［枚方市・寝屋川市・交野市］
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ニ
ュ
ー
エ
ネ
の
未
来V

ol.５

蓄
電
池
の
真
価
と
進
化

昨
年
11
月
号
の
特
集
「
学
問
の
す
ゝ
め
の

薦
め
」
で
は
福
澤
翁
が
日
本
に
残
し
た
人
と

い
う
財
産
に
つ
い
て
触
れ
、
A
I
に
よ
る
シ

ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
後
に
求
め
ら
れ
る
要
素
と

し
て
考
察
し
た
。
オ
ー
プ
ン
A
I
に
つ
い
て

触
れ
て
い
く
前
に
、
福
澤
翁
か
ら
D
N
A
を

引
き
継
い
だ
現
代
の
我
々
が
地
球
・
日
本
の

た
め
に
取
り
組
む
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

挑
戦
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き
た
い
。
前
回
ま

で
は
島
国
日
本
に
膨
大
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が

あ
る
洋
上
風
力
発
電
と
岸
田
総
理
が
G
７
で

触
れ
た
こ
と
に
よ
り
国
家
予
算
を
2
0
0
億

円
増
加
さ
せ
た
と
い
う
次
世
代
太
陽
光
発
電
、

い
わ
ゆ
る
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
光
発
電
に

つ
い
て
触
れ
た
。
今
回
は
そ
れ
ら
ニ
ュ
ー
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
受
け
皿
と
な
る
キ
ー
コ
ン
テ
ン

ツ
「
蓄
電
池
」
の
状
況
に
つ
い
て
触
れ
て
い

き
た
い
。
次
世
代
太
陽
光
が
純
国
産
で
も
蓄

電
池
が
国
産
で
な
け
れ
ば
な
ん
か
モ
ヤ
モ
ヤ

す
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
ど
う
な
の
だ
ろ
う

か
？
そ
こ
を
深
掘
り
し
て
い
き
た
い
。

世
界
が
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
る
ニ
ュ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー

2
0
1
5
年
の
国
連
総
会
で
SD
G
s（
持
続

可
能
な
開
発
の
た
め
の
17
の
目
標
）が
採
択

さ
れ
て
か
ら
８
年
。
そ
の
後
2
0
1
8
年
、

E
U（
欧
州
委
員
会
）で
は
2
0
5
0
年
の

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
経
済
の
実
現
を
目

指
す
「
A 

clean 

planet 

for 

all」
と
い

う
ビ
ジ
ョ
ン
を
公
表
し
、
2
0
2
0
年
、
国

連
の
パ
リ
協
定
長
期
戦
略
23
に
お
い
て
、
こ

の
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
表
明
に
至
り
、
イ
ギ
リ
ス

で
は
2
0
2
0
年
に
英
国
ビ
ジ
ネ
ス
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
産
業
戦
略
省（
B
EIS）が
公
表
し

た
報
告
書
で
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ（
1
0
0
％
削
減
）

を
達
成
す
る
上
で
の
電
力
分
野
の
戦
略
的
な

位
置
づ
け
を
示
し
つ
つ
2
0
5
0
年
の
電
力

分
野
の
将
来
像
を
例
示
、
ア
メ
リ
カ
の
バ
イ

デ
ン
大
統
領
は
2
0
2
1
年
の
就
任
初
日
に

パ
リ
協
定
に
復
帰
を
決
定
し
、
気
候
野
心
サ

ミ
ッ
ト
を
開
催
、
気
候
変
動
を
生
存
基
盤
に

関
わ
る
脅
威
で
あ
る
と
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
、

経
済
回
復
、
人
種
平
等
と
並
ぶ
最
重
要
課
題

の
一
つ
と
し
、
さ
ら
に
外
交
政
策
と
国
家
安

全
保
障
の
不
可
欠
な
要
素
に
位
置
付
け
、

「
気
候
変
動
へ
の
対
応
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
、
雇
用
増
」
を
同
時
達
成
す
る

「
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
」
の
実
現
を

目
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
発
展
途

上
国
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
傍
観
の
立
場
に

あ
っ
た
中
国
ま
で
も
2
0
2
0
年
の
国
連
総

会
一
般
討
論
演
説
で
習
近
平
国
家
主
席
が

「
2
0
3
0
年
ま
で
に
C
O
２

排
出
を
減
少
に

転
じ
さ
せ
、
2
0
6
0
年
ま
で
に
炭
素
中
立

を
達
成
す
る
よ
う
努
め
る
」
旨
を
表
明
し
た
。

気
候
野
心
サ
ミ
ッ
ト
で
も
同
主
席
は

「
2
0
3
0
年
に
G
D
P
当
た
り
C
O
２

排
出

量
を
65
％
以
上（
2
0
0
5
年
比
）削
減
す

る
」
と
よ
り
具
体
的
な
目
標
を
表
明
。
そ
の

後
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
向
け
補
助
金
等

の
施
策
に
よ
り
、
電
動
車
市
場
を
急
速
に
拡

大
さ
せ
、
2
0
1
9
年
時
点
で
世
界
市
場
の

約
半
分
を
占
め
、
さ
ら
に
2
0
2
5
年
ま
で

に
新
車
販
売
に
お
け
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
の

割
合
を
20
％
前
後
に
引
上
げ
、
2
0
3
5
年

ま
で
に
新
車
販
売
の
主
流
を
電
気
自
動
車

（
E
V
）と
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
新
エ
ネ

車
産
業
発
展
計
画
を
2
0
2
0
年
11
月
に
公

表
、
さ
ら
に
2
0
2
1
年
に
は
「
国
家
適
応

気
候
変
動
戦
略
2
0
3
5
」
が
策
定
さ
れ
た
。

各
国
の
投
資
額
を
合
計
す
る
と
4
0
0
兆
円

に
迫
り
、
E
S
G
投
資
と
言
わ
れ
る
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
成
長
も
桁
違
い
だ
。
環
境
と
い
う

分
野
が
学
問
と
し
て
認
知
さ
れ
始
め
た
30
年

前
を
思
う
と
当
時
夢
物
語
だ
っ
た
世
界
が
現

実
の
も
の
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
今
や
当

た
り
前
の
感
覚
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
こ
の

８
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
世
界
や
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
常
識
が
大
き
く
覆
さ
れ
た
の
だ
。

　
一
方
我
が
国
は
、
ご
存
じ
の
通
り
化
石
燃

料
に
乏
し
く
国
際
的
な
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
や
国

際
連
系
線
も
な
い
。
原
油
の
中
東
依
存
度
は

主
要
国
の
中
で
突
出
し
、
長
期
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
要
は
人
口
減
少
に
よ
り
増
大
は
し
な

い
と
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
産
業
競
争
力
の

観
点
か
ら
も
電
力
品
質
の
要
求
水
準
は
維
持

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
成
熟
経
済
で
あ
る

が
故
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ（
送
電
線
、

ガ
ス
導
管
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
等
）が
既

に
全
国
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

多
消
費
産
業
を
中
心
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
は

極
め
て
高
い
。
こ
の
結
果
、
生
み
出
さ
れ
た

の
が
高
い
レ
ベ
ル
で
信
頼
で
き
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
技
術
で
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
く
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
だ
。
我
が
国
も
菅
元
総
理
が

2
0
2
0
年
所
信
表
明
演
説
で
2
0
5
0
年

ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す

こ
と
を
宣
言
、
2
0
2
1
年
の
地
球
温
暖
化

対
策
推
進
本
部
、
及
び
米
国
主
催
の
気
候
野

心
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
「
2
0
5
0
年
目
標

と
整
合
的
で
野
心
的
な
目
標
と
し
て

2
0
3
0
年
度
に
温
室
効
果
ガ
ス
を

2
0
1
3
年
度
か
ら
46
％
削
減
す
る
こ
と
を

目
指
す
。
さ
ら
に
50
％
の
高
み
に
向
け
て
挑

戦
を
続
け
て
い
く
」
と
表
明
し
て
い
る
。
そ

れ
以
前
の
目
標
は
2
0
1
3
年
度
比
で
26
％

削
減
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
「
国
が
決
定

す
る
貢
献（
N
D
C
）」
と
し
て
2
0
1
5
・

2
0
2
0
年
に
国
連
に
提
出
済
み
で
あ
る
。

菅
元
総
理
の
宣
言
は
、
こ
れ
ま
で
の

2
0
3
0
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標

を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
時
期
を
大
き
く
前

倒
し
す
る
も
の
と
言
え
そ
う
だ
。

現
在
主
流
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の

進
化
と
ジ
レ
ン
マ

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
と
は
、
正
式
に
は

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
２
次
電
池
と
言
う
。
２
次

電
池
と
は
充
放
電
可
能
な
電
池
の
こ
と
だ
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
目
指
す
上
で
も
太
陽
光
発

電
や
洋
上
風
力
発
電
を
始
め
と
し
た
比
較
的

不
安
定
な
ニ
ュ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
促

進
さ
せ
る
た
め
に
２
次
電
池
の
技
術
革
新
と

普
及
は
２
コ
イ
チ
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
で
考
え

る
べ
き
だ
ろ
う
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
や

経
済
安
全
保
障
を
考
え
る
上
で
も
２
次
電
池

を
ど
の
よ
う
な
方
式
で
調
達
し
て
い
く
べ
き

か
は
国
策
と
し
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
２
次
電
池
は
果
た
し
て
ど
う
な
の
だ
ろ
う
。

1
9
8
0
年
代
、
携
帯
電
話
や
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
な
ど
の
携
帯
機
器
の
開
発
に
よ
り
、

高
容
量
で
小
型
軽
量
な
二
次
電
池
の
ニ
ー
ズ

が
高
ま
っ
た
。
従
来
の
ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池

（
エ
ネ
ル
ー
プ
等
）な
ど
に
は
容
量
重
量
比
に

限
界
が
あ
り
、
新
型
二
次
電
池
が
切
望
さ

れ
て
い
た
。
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し

た
旭
化
成
工
業
の
吉
野
氏
ら
は
、
白
川
氏
が

1
9
7
7
年
に
発
見
し
た
電
気
を
通
す
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
で
あ
る
ポ
リ
ア
セ
チ
レ
ン
に
注
目

し
、
1
9
8
1
年
に
有
機
溶
媒
を
用
い
た
二

次
電
池
の
負
極
に
適
し
て
い
る
こ
と
を
見
い

出
し
た
。
ま
た
、
正
極
に
は
ジ
ョ
ン
・
グ
ッ

ド
イ
ナ
フ
氏
ら
が
1
9
8
0
年
に
発
見
し
た

コ
バ
ル
ト
酸
リ
チ
ウ
ム
な
ど
の
リ
チ
ウ
ム
遷

移
金
属
酸
化
物
を
用
い
て
、
1
9
8
3
年
に

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池
の
原
型
を
創
出

し
た
。
し
か
し
、
ポ
リ
ア
セ
チ
レ
ン
は
真
比

重
が
低
く
電
池
容
量
が
高
く
な
ら
な
い
こ
と

と
、
電
極
材
料
と
し
て
不
安
定
で
あ
る
問
題

が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
1
9
8
5
年
、
吉
野

氏
ら
は
炭
素
材
料
を
負
極
と
し
、
リ
チ
ウ
ム

を
含
有
す
る
コ
バ
ル
ト
酸
リ
チ
ウ
ム
を
正
極

と
す
る
新
し
い
二
次
電
池
で
あ
る
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
二
次
電
池
の
基
本
概
念
を
確
立
し
た
。

加
え
て
ア
ル
ミ
箔
を
正
極
集
電
体
に
用
い
る

技
術
、
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
の
機
能
性

セ
パ
レ
ー
タ
な
ど
の
本
質
的
な
電
池
の
構
成

要
素
に
関
す
る
技
術
を
確
立
し
、
さ
ら
に
安

全
素
子
技
術
、
保
護
回
路
・
充
放
電
技
術
、

電
極
構
造
・
電
池
構
造
等
の
技
術
を
開
発
し
、

安
全
で
か
つ
、
電
圧
が
金
属
リ
チ
ウ
ム
二
次

電
池
に
近
い
電
池
の
実
用
化
を
成
功
さ
せ
、

現
在
の
L
I
B
の
構
成
を
ほ
ぼ
完
成
さ
せ

た
。
1
9
9
1
年
、
ソ
ニ
ー
・
エ
ナ
ジ
ー
・

テ
ッ
ク
は
世
界
で
初
め
て
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
を
商
品
化
。
次
い
で
1
9
9
3
年
に
エ

イ
・
テ
ィ
ー
バ
ッ
テ
リ
ー（
旭
化
成
工
業
と

東
芝
と
の
合
弁
会
社
）に
よ
り
商
品
化
さ
れ
、

1
9
9
4
年
に
三
洋
電
機
に
よ
り
黒
鉛
炭
素

質
を
負
極
材
料
と
す
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
が
商
品
化
さ
れ
た
。
1
9
9
9
年
、
ソ

ニ
ー
・
エ
ナ
ジ
ー
・
テ
ッ
ク
と
松
下
電
池
工

業
は
電
解
質
に
ゲ
ル
状
の
ポ
リ
マ
ー
を
使
う

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
ポ
リ
マ
ー
電
池
を
商
品
化

し
た
、
電
解
質
が
液
体
か
ら
準
固
体
の
ポ
リ

マ
ー
に
変
更
で
き
た
こ
と
で
薄
型
化
・
軽
量

化
が
可
能
に
な
り
、
さ
ら
に
、
外
力
や
短
絡
、

過
充
電
な
ど
に
対
す
る
耐
性
も
向
上
し
た
。

外
装
も
、
従
来
の
鉄
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
缶

で
は
な
く
、
レ
ト
ル
ト
食
品
に
使
用
さ
れ
る

ア
ル
ミ
ラ
ミ
ネ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
な
ど
簡
易
な

も
の
で
済
む
よ
う
に
な
っ
た
。
主
に
モ
バ
イ

ル
電
子
機
器（
携
帯
電
話
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
・
ビ
デ
オ
、
携
帯
用

音
楽
プ
レ
イ
ヤ
ー
）用
と
し
て
2
0
0
0
年

代
に
急
速
に
普
及
し
、
現
在
で
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
に
使
わ
れ
る
電
池
は
ほ

ぼ
全
て
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
ポ
リ
マ
ー
電
池
で

あ
る
。
小
型
で
軽
量
な
L
I
B
を
搭
載
す
る

こ
と
で
携
帯
用
I
T
機
器
の
利
便
性
は
大
い

に
増
大
し
、
迅
速
で
正
確
な
情
報
伝
達
と
そ

れ
に
と
も
な
う
安
全
性
の
向
上
・
生
産
性
の

向
上
・
生
活
の
質
的
改
善
な
ど
に
多
大
な
貢

献
を
し
て
い
る
。
2
0
1
0
年
に
は
L
I
B

市
場
は
１
兆
円
規
模
に
成
長
し
、
ウ
ェ
ア
ラ

ブ
ル
機
器
や
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
新
興
産
業
に

も
利
用
が
広
が
っ
て
い
る
。
自
動
車
用
と
し

て
も
普
及
が
進
ん
で
お
り
、
2
0
0
9
年
頃

か
ら
本
格
的
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
に
利
用

さ
れ
始
め
た
。
以
降
続
々
と
採
用
車
が
増

え
、
ご
存
じ
の
通
り
ホ
ン
ダ
・
フ
ィ
ッ
ト
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
や
ト
ヨ
タ
・
プ
リ
ウ
ス
な
ど
の

人
気
車
種
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
自
動
車

用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
、
自
動
車
メ
ー

カ
ー
と
電
池
メ
ー
カ
ー
の
合
弁
会
社（
プ
ラ

イ
ム
ア
ー
ス
E
V
エ
ナ
ジ
ー
、
オ
ー
ト
モ
ー

テ
ィ
ブ
エ
ナ
ジ
ー
サ
プ
ラ
イ
、
リ
チ
ウ
ム
エ

ナ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン
、
ブ
ル
ー
エ
ナ
ジ
ー
）の

他
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
や
東
芝
な
ど
の
電
機

メ
ー
カ
ー
、
日
立
ビ
ー
ク
ル
エ
ナ
ジ
ー
な
ど

が
供
給
し
て
い
る
。
そ
の
用
途
は
自
動
車
分

野
に
収
ま
ら
ず
、
鉄
道
な
ど
の
交
通
機
関
の

動
力
源
と
し
て
実
用
化
、
電
力
の
平
準
化
や

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
の
た
め
の
蓄
電
装
置
と

し
て
も
精
力
的
に
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。

航
空
分
野
で
は
米
Boeing社
の
大
型
運
送

用
機
7
8
7
型
は
従
来
の
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
エ

ン
ジ
ン
か
ら
得
ら
れ
る
高
温
高
圧
の
空
気
を

キ
ャ
ビ
ン
の
与
圧
や
空
調
に
使
用
し
て
い
た

の
を
や
め
、
こ
れ
を
含
む
機
体
全
体
の
電
気

系
統
は
す
べ
て
リ
チ
ウ
ム
電
池
で
賄
う
こ
と

に
よ
っ
て
燃
費
の
大
幅
な
向
上
を
実
現
さ
せ

航
続
距
離
の
大
幅
な
拡
大
に
貢
献
し
て
い

る
。
他
に
、
ロ
ケ
ッ
ト
、
人
工
衛
星
、
小
惑

星
探
査
機
は
や
ぶ
さ
・
は
や
ぶ
さ
２
、
こ
う

の
と
り（
H
T
V
）、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン（
I
S
S
）な
ど
の
宇
宙
開
発
分
野
、
そ

う
り
ゅ
う
型
潜
水
艦
11
番
艦
の
お
う
り
ゅ

う
、
12
番
艦
の
と
う
り
ゅ
う
、
た
い
げ
い
型

潜
水
艦
な
ど
海
上
自
衛
隊
の
艦
艇
に
も
搭
載

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ト
ヨ
タ
、
日
産
、
ホ
ン

ダ
な
ど
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
も
研
究
開
発
が

進
ん
で
お
り
、
開
発
段
階
で
は
あ
る
が
電
解

質
に
固
体
材
料
を
使
う
こ
と
で
安
全
性
が
高

く
容
積
率
の
低
い
全
固
体
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
が
次
世
代
二
次
電
池
と
な
る
の
で
は
と

期
待
さ
れ
て
い
る
。
特
徴
は
従
来
の
液
体
電

解
質
が
固
体
電
解
質
に
置
き
換
わ
っ
て
お

り
、
こ
の
固
体
電
解
質
が
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

の
み
を
通
す
理
想
的
な
シ
ン
グ
ル
イ
オ
ン
導

電
体
と
し
て
機
能
す
る
為
、
簡
易
な
構
造
と

優
れ
た
信
頼
性
を
発
揮
す
る
。
ま
た
不
燃
性

の
無
機
物
で
あ
る
固
体
電
解
質
は
耐
熱
性
が

高
く
電
気
化
学
的
安
定
性
も
高
い
た
め
、
電

極
材
料
に
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
の
金
属
リ
チ

ウ
ム
を
負
極
に
、
酸
化
物
・
硫
化
物
を
正
極

に
使
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
高
容
量
・
高

出
力
・
広
い
作
動
温
度
範
囲
・
高
速
充
電
・

長
寿
命
・
低
コ
ス
ト
化
が
全
て
実
現
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
を
有
す
る
。
近
年
、
全
固
体
電
池

の
課
題
で
あ
っ
た
無
機
系
固
体
電
解
質
の
イ

オ
ン
伝
導
性
の
改
善
が
相
次
い
で
報
告
さ
れ

て
お
り
、
各
企
業
が
生
産
体
制
構
築
に
向
け

巨
額
の
投
資
を
行
い
、
一
部
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
で
は
試
験
的
な
量
産
ラ
イ
ン
も

稼
働
し
て
い
る
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
や
電

気
自
動
車
の
普
及
に
伴
い
自
動
車
用
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
の
市
場
規
模
は
2
0
1
0

年
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
拡
大
し
続
け
、

2
0
2
9
年
に
は
20
兆
円
規
模
ま
で
成
長
す

る
見
込
み
だ
。

こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
技
術
革
新
を
起
こ
し

た
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
、
1
9
9
0
年
代

に
は
日
本
メ
ー
カ
ー
が
９
割
以
上
と
い
う
圧

倒
的
な
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
た
。
三
洋
電

機
、
三
洋
G
S
ソ
フ
ト
エ
ナ
ジ
ー
、
ソ
ニ
ー
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク 

エ
ナ
ジ
ー
社
、
日
立
マ
ク

セ
ル
、
N
E
C
ト
ー
キ
ン
な
ど
が
主
な
メ
ー

カ
ー
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
安
い

労
働
力
を
武
器
に
韓
国（
サ
ム
ス
ン
S
D
I
、

L
G
化
学
）、
中
国︵
B
Y
D
、
C
A
T
L︶、
台

湾
の
メ
ー
カ
ー
が
台
頭
し
、
価
格
競
争
に

よ
っ
て
日
本
企
業
は
相
次
い
で
撤
退
に
追
い
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込
ま
れ
て
い
っ
た
。
現
在
日
本
で
世
界
シ
ェ

ア
を
獲
得
で
き
て
い
る
の
は
三
洋
電
機
の
電

池
部
門
を
引
き
継
い
だ
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク︵
9
・

6
％
︶の
み
で
あ
る
。
2
0
2
2
年
の
時
点
で

は
国
策
に
よ
っ
て
膨
大
な
補
助
を
つ
ぎ
込
ま

れ
た
中
国
企
業
が
あ
っ
と
い
う
間
に
シ
ェ
ア

を
席
巻
し
、
C
A
T
L︵
34
・
8
%
︶、
B
Y
D

︵
11
・
8
%
)、
C
A
LB︵
4
・
1
%
︶を
始
め

と
し
て
60
％
、
か
つ
て
日
本
を
台
頭
し
た
韓

国
勢
は
完
全
に
中
国
に
台
頭
さ
れ
サ
ム
ス

ン
、
L
G
、
S
K
な
ど
を
合
わ
せ
て
も
25
％

の
シ
ェ
ア
に
留
ま
っ
て
い
る
。
と
言
う
の

も
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
主
戦
場
が
こ

れ
ま
で
の
ス
マ
ホ
や
ノ
ー
ト
P
C
な
ど
の
コ

ン
パ
ク
ト
な
デ
バ
イ
ス
か
ら
E
V
に
シ
フ
ト

し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
考
え
た
方

が
良
さ
そ
う
だ
。
E
V
１
台
に
つ
き
、
ス
マ

ホ
１
万
台
分
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ

リ
ー
が
必
要
だ
と
い
う
筋
も
あ
り
、
そ
の
規

模
は
桁
外
れ
だ
。
戦
略
的
に
後
発
の
中
国
勢

は
E
V
用
に
投
資
を
注
力
す
れ
ば
自
ず
と

シ
ェ
ア
が
獲
得
で
き
る
わ
け
だ
。
さ
ら
に
主

原
料
の
リ
チ
ウ
ム
調
達
に
関
し
て
も
ど
う
あ

が
い
て
も
中
国
に
軍
配
が
上
が
る
。
リ
チ
ウ

ム
の
生
産
方

法
は
「
塩
湖

か
ん
水
」
を

濃
縮
す
る
方

式
と
「
ス
ポ

ジ
ュ
メ
ン
鉱

石（
リ
シ
ア

輝
石
）」
を

精
製
す
る
方

式
の
２
つ
に

大
別
さ
れ
る
。

塩
湖
か
ん
水

か
ら
の
生
産

は
主
に
チ
リ

と
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
、
ス
ポ

ジ
ュ
メ
ン
鉱

石
か
ら
の
生

産
は
主
に
豪

州
と
中
国
で

行
わ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら

て
研
究
開
発
す
る
。
つ
ま
り
N
ED
O
が
狙
う

の
は
、
全
固
体
L
I
B
が
市
場
投
入
さ
れ
た

後
、
さ
ら
に
そ
れ
を
上
回
る
性
能
を
持
っ
た

車
載
向
け
電
池
を
開
発
す
る
こ
と
だ
。

「
フ
ッ
化
物
イ
オ
ン
電
池
」
は
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
に
比
べ
て
容
量
が
10
倍
に
も
な

る
可
能
性
が
あ
る
と
期
待
を
集
め
る
。
京
都

大
学
や
九
州
大
学
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
、
日
産

自
動
車
な
ど
25
社
が
参
加
す
る
国
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
電
気
自
動
車（
E
V
）へ

の
搭
載
を
目
指
す
。「
フ
ッ
化
物
イ
オ
ン
電

池
」
の
正
極
材
料
に
フ
ッ
化
鉄
が
適
す
る

可
能
性
を
実
証
し
た
。
2
0
2
2
年
12
月

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
学
術
誌
に
掲
載
さ
れ

た
九
大
な
ど
の
論
文
が
注
目
を
集
め
、
安
価

な
フ
ッ
化
鉄
で
、
正
極
材
料
の
充
放
電
に
つ

な
が
る
化
学
反
応
を
確
か
め
た
。
安
く
安
全

な
蓄
電
池
の
実
現
に
向
け
た
大
事
な
一
歩

だ
。
フ
ッ
化
物
イ
オ
ン
電
池
は
フ
ッ
素
イ
オ

ン
を
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
運
び
手
と
す
る
新

た
な
蓄
電
池
だ
。
既
存
の
E
V
の
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
は
重
量
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り

2
0
0
〜
2
5
0
ワ
ッ
ト
時
と
い
う
容
量
だ

が
、
フ
ッ
化
物
イ
オ
ン
電
池
は
材
料
を
工
夫

す
れ
ば
2
5
0
0
ワ
ッ
ト
時
以
上
に
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
九
大
な
ど
の
成
果

は
N
ED
O
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
RISIN
G
3」

で
生
ま
れ
た
。
ト
ヨ
タ
や
日
産
、
本
田
技
術

研
究
所
の
ほ
か
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス（
H
D
）傘
下
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

エ
ナ
ジ
ー
や
ダ
イ
キ
ン
工
業
、
立
命
館
大
学

な
ど
が
参
画
す
る
。
RISIN
G
は
革
新
電
池

の
開
発
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
09
年
か

ら
１
期
目
が
始
ま
っ
た
。
硫
化
物
電
池
な
ど

４
ヵ
国
の
リ
チ
ウ
ム
原
料
生
産
量
は
世
界
の

約
９
割
を
占
め
る
。
ご
覧
の
通
り
リ
チ
ウ
ム

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
特
定
の
国
に
偏
っ

て
い
る
。
供
給
面
で
は
チ
リ
と
中
国
が
重
要

な
供
給
者
で
あ
り
、
両
国
の
リ
チ
ウ
ム
輸
出

は
全
体
の
約
８
割
を
占
め
る
。
需
要
面
で
は

中
国
の
C
A
T
L、
韓
国
の
Ｌ
Ｇ
、
日
本
の
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
が
主
た
る
車
載
用
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
の
生
産
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
日
中

韓
が
世
界
の
リ
チ
ウ
ム
輸
入
の
約
８
割
を
占

め
る
。
も
は
や
日
本
メ
ー
カ
ー
の
出
る
幕
は

な
く
、
国
内
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
全
保
障
を
死
守
で
き
る
か
否
か
、
か

つ
て
日
本
が
強
か
っ
た
技
術
が
海
外
に
流
出

し
逆
転
さ
れ
た
半
導
体
や
液
晶
パ
ネ
ル
と
同

じ
轍
を
踏
む
か
の
よ
う
だ
。

次
世
代
の
次
、
国
産
蓄
電
池
の
真
価
と
進
化

前
述
の
通
り
、
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
電
動
車
の

普
及
に
よ
り
、
蓄
電
池
市
場
の
急
速
な
拡
大

が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
日
本
政
府
は
現
行
の

液
系
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
性
能
を
超
え

る
次
世
代
全
固
体
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の

早
期
実
現
・
市
場
投
入
に
よ
っ
て
日
本
の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
獲
得
を
目
指
し
て
い
る
。
そ

こ
で
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発

機
構（
N
ED
O
）で
は
、
全
固
体
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
の
性
能
向
上
、
そ
れ
に
必
要
な
蓄

電
池
材
料
の
開
発
促
進
、
更
な
る
材
料
評
価

技
術
の
高
度
化
や
評
価
指
標
の
拡
大
な
ど
の

研
究
開
発
基
盤
の
強
化
に
取
り
組
む
。
具
体

的
に
は
⑴
材
料
評
価
基
盤
技
術
開
発
、
⑵
全

固
体
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
特
有
の
現
象
・

機
構
解
明
、
⑶
電
極
・
セ
ル
要
素
技
術
開
発

に
つ
い
て
、
開
発
サ
イ
ク
ル
を
回
し
、
事
業

全
体
の
開
発
を
推
進
し
て
い
る
。
そ
の
研
究

中
で
示
さ
れ
て
い
る
一
つ
の
方
向
性
が
あ
る
。

N
ED
O
は
2
0
2
1
年
６
月
、
全
固
体
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
２
次
電
池
の
次
の
世
代
と
な
る

車
載
向
け
電
池
の
研
究
開
発
に
着
手
す
る
と

発
表
。
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
よ
り
も
材
料

資
源
が
豊
富
な
「
全
固
体
フ
ッ
化
物
イ
オ
ン

２
次
電
池
」
と
「
亜
鉛
負
極
２
次
電
池
」
の

２
種
類
を
ポ
ス
ト
全
固
体
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
に
位
置
付
け
、
大
学
や
企
業
に
委
託
し

の
開
発
が
進
み
、
各
社
が
事
業
化
を
考
え
る

段
階
に
な
っ
た
。
21
〜
25
年
度
の
３
期
目

で
は
フ
ッ
化
物
イ
オ
ン
電
池
と
亜
鉛
負
極

電
池
を
対
象
に
選
ん
だ
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
京
大
の
安
部
武
志
教
授

は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
が
高
い
だ
け
で
な
く
、

コ
ス
ト
や
資
源
リ
ス
ク
の
観
点
も
重
視
し

た
」
と
話
す
。
フ
ッ
化
物
イ
オ
ン
電
池
で
は
、

重
量
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
5
0
0
ワ
ッ
ト

時
以
上
と
い
う
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
約

２
倍
の
容
量
の
試
作
を
目
指
す
。
課
題
は

フ
ッ
化
物
イ
オ
ン
と
相
性
の
い
い
電
極
材
料

と
電
解
質
を
探
す
こ
と
だ
。
十
分
に
反
応
し

な
け
れ
ば
電
池
の
潜
在
能
力
を
発
揮
で
き
な

い
。
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
で
使
う
レ
ア
メ

タ
ル（
希
少
金
属
）に
代
わ
り
、
豊
富
な
銅
や

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
も
電
極
材
料
の
候
補
に
な
る
。

動
作
温
度
の
高
さ
も
課
題
だ
。
E
V
用
の
蓄

電
池
に
求
め
ら
れ
る
性
能
は
高
く
、
実
用
化

は
35
年
以
降
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
小
型
で

軽
く
、
容
量
や
出
力
が
高
く
、
寿
命
が
長
い

の
が
理
想
だ
。「
フ
ッ
化
物
イ
オ
ン
電
池
は

安
全
で
安
価
、
走
行
距
離
の
長
い
次
世
代
電

池
の
最
有
力
候
補
だ
」（
安
部
教
授
）調
査
会

社
の
矢
野
経
済
研
究
所（
東
京
・
中
野
）に
よ

る
と
、
世
界
の
車
載
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
の
市
場
規
模
は
30
年
に
21
年
比
で
約
３
倍

に
拡
大
す
る
見
通
し
だ
。
す
べ
て
の
E
V
に

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
使
え
ば
資
源
が
不

足
す
る
恐
れ
も
あ
る
。
現
状
で
は
日
本
勢
は

研
究
開
発
で
先
行
し
て
い
る
が
、
全
固
体
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
中
韓
メ
ー
カ
ー
の
追

い
上
げ
も
激
し
い
。
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

の
よ
う
に
将
来
、
海
外
勢
に
量
産
規
模
な
ど

で
圧
倒
さ
れ
る
可
能
性
は
ゼ
ロ
で
は
な
い
。

し
か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
上
、
材
料

が
調
達
し
や
す
く
、
国
内
で
生
産
す
る
こ
と

が
持
続
可
能
で
あ
れ
ば
、
今
回
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
て
い
る
次
々
世
代
電
池
で
こ
そ
日
本
の

技
術
力
で
車
載
向
け
の
覇
権
を
狙
い
、
総
力

戦
で
量
産
ま
で
の
流
れ
を
つ
く
る
意
義
は
十

分
に
あ
り
そ
う
だ
。
少
し
先
の
未
来
で
は
あ

る
も
の
の
、
我
々
も
北
大
阪
地
域
の
事
業
所

が
そ
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
参
画
し
て
い

け
る
よ
う
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
続
け
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

フッ化物イオン電池のサンプル

本例会には、会員含め30名が参加しました

当所（久門哲男会
頭）では、１月５日
枚方市総合文化芸
術センター大ホー
ルにて、新年賀会
を開催しました。今
年は新型コロナの
規制も緩まり、総勢
300人程ご参加いた
だきました。

新 年 賀 会 で は、
幕 開 け と 同 時 に、
津軽三味線奏者の
加賀丈子氏と稲垣
亜香音氏による演
奏から始まり、久門会頭、広瀬寝屋川市長の挨拶の後、
前述の加賀氏の津軽三味線の演奏に合わせて、書家の脇
田龍峯氏による揮毫パフォーマンスが執り行われ、脇田
氏には、これまで北大阪商工会議所が受け継いできた伝
統を守り、これから新たな伝統を紡いでいくことを祈念
し『伝統』と揮毫いただきました。

最後に伏見枚方市長・広瀬寝屋川市長・山本交野市長、
当所から久門会頭、佐々木・村田・寺村・松本副会頭、
谷本専務理事が登壇し、鏡割りが執り行われ、宴たけな
わの内に閉会となりました。

令和６年１月30日（火）、ニューコマンダーホテルに
て、寝屋川市工業会（皆見会長）では新年賀詞交歓会を開
催いたしました。寝屋川市 広瀬市長ほか、関係各方面
からの来賓をお迎えし、47名の参加者の皆様とともに、
新年に向けての決意を新たにしました。

新年賀詞交歓会では、和太鼓 雅の迫力のある太鼓演
奏に始まり、北大阪商工会議所 久門会頭の乾杯のご発
声の後、参加者の皆様には名刺交換やお食事をともにし
ながら交流を行うことで、親睦を深めていただきました。
また、日本南京玉すだれ協会 楽笑笑福一座による玉す
だれパフォーマンスを披露いただき、会場は笑顔と歓声
に包まれ、盛況のうち閉会しました。

寝屋川市工業会では、新入会員を募集しています。詳
細は寝屋川市工業会事務局までお問い合わせください。

（☎072-828-5151）

2024年１月18日（木）ニューコマンダーホテルにて、
北大阪工業クラブ第64期新年懇談会が開催されました。
冒頭に能登半島地震で被害にあわれた方々のご冥福を祈
り、一同で黙祷を捧げました。その後、千葉会長の開会
あいさつ、来賓・祝電のご紹介、伏見枚方市長の来賓代
表挨拶、広瀬寝屋川市長の乾杯のご発声をそれぞれ頂戴
しました。

懇談会では、恒例のビンゴ大会を開催し、ゲームを楽
しみながら皆様新年のご挨拶と交流を深めていただき、
最後に尾崎副会長の中締めにより、宴も酣の内に閉会と
なりました。

令和６年１月17日（水）、私部会館１階会議室におい
て、交野市工業会「１月度例会」が開催されました。山
本景交野市長をお招きし、「今後の市政運営について」
をテーマに、ご講演を頂きました。

本講演では、今後のまちづくりの課題・方針を含め、
大きく以下の要点で述べられました。

・能登半島地震への、交野市としての対応
・交野市政の電話世論調査結果
・財源確保に向けた今後の方向性
・緊急防災減災事業債等の活用
・まちづくり（地区計画の活用）及び新駅の設置について
・‌�大阪府下における交野市の水準（人口移動・生活保

護率ほか）
講演終了後の質疑応答にも山本市長様から丁寧にご回

答を頂きました。お忙しい中、ありがとうございました。
担当：経営・情報委員会

多くの来賓を迎え新年を祝う多くの来賓を迎え新年を祝う
～北大阪工業クラブ 第64期 新年懇談会～

１月度例会　交野市長講演会　開催１月度例会　交野市長講演会　開催

枚方市総合文化芸術センターにて開催枚方市総合文化芸術センターにて開催
― 新年賀会 ―

寝屋川市工業会 新年賀詞交歓会 開催寝屋川市工業会 新年賀詞交歓会 開催
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主催　北大阪商工会議所　　　　後援　日刊スポーツ新聞西日本

枚方カントリー
倶楽部

ところ

令和６年
６月７日（金）

と　き

「マイペースにマイゴルフ！今年もやります！ゴルフdeコミュニケーション！」

参 加 費　お一人　5,500円
　　　　　（昼食代、賞品代を含む）

プレーフィ　19,040円
　　　　　（キャディ付・諸費用・利用税・消費税込み）

本誌４月号同封の参加申込書にて、５月10日（金）迄にファクシミリ、メール、または、郵送でお申し
込みください。
北大阪商工会議所 中小企業相談所地域振興課　TEL 072-843-5152　FAX 072-841-0173

お申込み
お問合せ

第37回 会頭杯争奪 会員親睦ゴルフ大会 第37回 会頭杯争奪 会員親睦ゴルフ大会 

３月の専門相談・金融相談日

商工会議所の専門経営相談をご利用下さい専門家専門家ががどんな相談どんな相談にもにも
的確なアドバイス的確なアドバイス
専門家専門家ががどんな相談どんな相談にもにも
的確なアドバイス的確なアドバイス
専門家がどんな相談にも
的確なアドバイス

秘密
厳守

費用
無料! きらら事務所　中小企業相談所　TEL 072（843）5154

枚方市駅前事務所　　 TEL 072（843）5157
寝屋川支所　TEL 072（828）5151
交野支所　　TEL 072（892）6700

お気軽にご利用下さい要予約

注意：枚方市駅前事務所へお越しの際、ビオルネ提携駐車場をご利用されると割引サービスがあります。

相談内容 相　談　日 時　　　間 担当相談員

法 　　 律（於：枚方市駅前事務所） ３月19日（火）・26日（火） 午後２時〜４時 弁 　 護 　 士　門 前 武 彦　先生
法 　　 律（於：寝屋川支所） ３月27日（水） 午後２時〜４時 弁 　 護 　 士　松 本 　 勉　先生
税務・経理（於：枚方市駅前事務所） ３月13日（水）・27日（水） 午後１時30分〜３時30分 税 　 理 　 士　杉 本 隆 志 先生
労 　　 務（於：枚方市駅前事務所） 随　　　時 特定社会保険労務士　植 田 直 美　先生
特許・商標（於：きらら事務所） 随　　　時 弁 　 理 　 士　中 川 信 治　先生
金 　 融

〈枚方信用金庫〉（於：きらら事務所） ３月13日（水） 午前10時～正午 枚方信用金庫
融資相談担当者

金 　 融
〈公庫・国民生活事業〉（於：‌�きらら事務所） 毎週　木曜日 午前11時～午後３時 日本政策金融公庫　守口支店（国民生活事業）

融資相談担当者
事業承継・M&A（於：‌�きらら事務所） 随　　　時 枚方信用金庫

事業承継・Ｍ＆Ａ担当者
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CCI Information CCI Information

▪ 新入会員ご紹介 ▪ 〜ご入会ありがとうございます〜
（入会申込書の情報を基に、ご紹介の了解を得た事業所分のみ掲載しています）　　　　　　　　　　　　　　    １月31日受付迄受付順

事業所名 営業内容 所 在 地

かわい鍼灸院 はりやお灸を使ったカラダ全体の不調を整えています。特に自
律神経の乱れからくる不安障害を得意としています。 寝屋川市池田南町

かもん 飲食店（うどん） 京田辺市花住坂
㈱GHジャパン 化粧品卸販売・シロダーラマシン販売 枚方市津田元町
リサイクルランドわくわく 厨房器機、業務用エアコンの買取、中古販売及び取付工事 枚方市星丘
（同）エクスパンドサークル 健康と美容を提供する針灸整骨院 枚方市香里ヶ丘
Yuri-genroku NFTクリエイター、イラストレーター 枚方市長尾元町
中村鈑金自動車工作所 大中型トラック自動車鈑金塗装、フルオーダー特装車両製作、二次架装 東大阪市加納
にこまる亭 居酒屋 枚方市御殿山町
㈱KOBASHI 電気工事業、冷凍機器の販売・設置業 枚方市東田宮
山本保温工業商会 建設業許可業種29種の中の熱絶縁業 交野市私市
おそうじ本舗交野南店 ハウスクリーニング 交野市藤が尾
㈲旭商事印刷部 印刷業・飲食業 寝屋川市点野



下記

参加店舗一覧

（代表）

2024年２月１日現在

（全日）24時間最大1,200円

読
者
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
間
も
な
く
確
定
申
告

の
期
限
が
到
来
し
ま
す
が
順
調
で
し
ょ
う
か
。
さ
て
、

昨
年
の
９
月
に
法
令
解
釈
通
達
が
公
表
さ
れ
、
令
和

６
年
１
月
１
日
以
後
に
贈
与
や
相
続
を
行
っ
た
時
の

居
住
用
マ
ン
シ
ョ
ン
の
評
価
方
法
が
変
更
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
居
住
用
マ
ン
シ
ョ
ン
を
所
有
さ

れ
て
い
る
方
に
は
影
響
が
あ
る
改
正
に
な
り
ま
す
。

今
回
は
変
更
さ
れ
た
背
景
や
変
更
後
の
評
価
方
法
に

つ
い
て
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
変
更
の
背
景

マ
ン
シ
ョ
ン
の
平
均
的
な
相
続
税
評
価
額
は
市
場

で
の
売
買
価
格（
以
下
、「
市
場
価
格
」
と
い
う
）の

42
・
７
％
と
一
戸
建
て
の
60
・
２
％
よ
り
低
く
な
っ

て
ま
す
。
ま
た
、
市
場
価
格
の
40
％
以
下
で
評
価
さ

れ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
は
42
％
と
約
半
数
も
あ
り
、
市
場

価
格
と
相
続
税
評
価
額
に
大
き
な
乖
離
が
発
生
し
て

い
ま
す（
い
ず
れ
も
平
成
30
年
の
デ
ー
タ
）。

こ
の
乖
離
を
利
用
し
て
、
相
続
税
の
負
担
額
を
著

し
く
軽
減
す
る
ケ
ー
ス
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

例
え
ば
、
預
金
を
６
億
円
持
っ
て
い
る
方
が
、
10
億

円
の
借
入
を
行
い
、
同
額
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
購

入
し
、
購
入
し
た
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
相
続
税
評
価

額
が
市
場
価
額
の
40
％
で
あ
っ
た
と
し
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
を
購
入
し
て
い
な
け
れ
ば
相
続
財
産

は
預
金
の
６
億
円
と
な
り
ま
す
が
、
購
入
す
れ
ば
マ

ン
シ
ョ
ン
の
相
続
税
評
価
額
が
４
億
円（
10
億
円
×

40
％
）と
な
る
こ
と
か
ら
、
相
続
す
る
財
産
額
は
０

円（
預
金
６
億
円
＋
マ
ン
シ
ョ
ン
４
億
円

－

借
入
金

10
億
円
）と
な
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
に
よ
り
相
続

財
産
を
６
億
円
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

事
例
の
場
合
は
相
続
税
が
発
生
し
ま
せ
ん
。

〈
相
続
税
軽
減
の
事
例
〉

（
マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
前
）

　
相
続
財
産
：
６
億
円（
現
預
金　
６
億
円
）

（
マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
後
）

　
相
続
財
産
：‌�

０
億
円（
現
預
金
６
億
円
＋
マ
ン

シ
ョ
ン
10
億
円
×
40
％

－

借
入
金

10
億
円
）

（
相
続
財
産
減
少
額
）

　
購
入
前
６
億
円

－

購
入
後
０
億
円
＝
６
億
円

こ
の
よ
う
な
マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
に
よ
る
著
し
い
税

負
担
の
減
少
を
防
ぐ
た
め
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
相
続
税

評
価
額
を
一
戸
建
て
と
同
レ
ベ
ル
の
市
場
価
額
の

60
％
程
度
に
な
る
よ
う
に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
評
価
方

法
を
改
正
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

②
改
正
の
対
象

居
住
用
の
区
分
所
有
財
産
、
い
わ
ゆ
る
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
対
象
外
）

・
事
業
用
の
テ
ナ
ン
ト
物
件

・
一
棟
所
有
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン

・
総
階
数
２
以
下
の
低
層
の
集
合
住
宅

・
い
わ
ゆ
る
二
世
帯
住
宅

・
た
な
卸
商
品
等
に
該
当
す
る
も
の

③
改
正
後
の
評
価
方
法

⑴
理
論
上
の
市
場
価
格
の
算
定

今
回
の
改
正
の
背
景
は
、
居
住
用
マ
ン
シ
ョ
ン
の

相
続
税
評
価
額
を
市
場
価
格
の
60
％
以
上
と
す
る
こ

と
か
ら
、
ま
ず
は
対
象
と
な
る
居
住
用
マ
ン
シ
ョ
ン

の
理
論
上
の
市
場
価
格
を
算
定
し
ま
す
。
理
論
上
の

市
場
価
格
は
、
改
正
前
の
相
続
税
評
価
額
に
評
価
乖

離
率
を
乗
じ
る
こ
と
に
よ
り
算
出
し
ま
す
。
評
価
乖

離
率
と
は
、
改
正
前
の
相
続
税
評
価
額
と
理
論
上
の

市
場
価
格
が
ど
れ
だ
け
乖
離
し
て
い
る
か
を
表
す
指

標
で
あ
り
、
①
築
年
数
、
②
総
階
数
指
数
、
③
所
在

階
、
④
敷
地
持
分
狭
小
度
を
元
に
算
出
さ
れ
ま
す
。

⑵
改
正
後
の
相
続
税
評
価
額
の
算
定

⑴
で
算
出
し
た
評
価
乖
離
率
や
理
論
上
の
市
場
価

格
を
も
と
に
、
図
表
【
改
正
後
の
相
続
税
評
価
額
】

に
記
載
の
評
価
を
行
い
ま
す
。
評
価
乖
離
率
が
１
・

6
6
7
以
上（
改
正
前
の
相
続
税
評
価
額
が
理
論
上

の
市
場
価
格
の
60
％
未
満
）の
場
合
に
は
、
改
正
後

の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
相
続
税
評
価
額
は
理
論
上
の
市
場

価
格
の
60
％
と
な
り
ま
す
。

⑶
改
正
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
ケ
ー
ス

評
価
乖
離
率
は
、
①
築
年
数
が
新
し
い
ほ
ど
、
②

総
階
数
が
多
い
ほ
ど
、
③
所
在
階
が
高
い
ほ
ど
、
④

部
屋
の
専
有
部
分
の
面
積（
建
物
）に
占
め
る
敷
地
利

用
権
の
面
積（
土
地
）が
小
さ
い
ほ
ど（
マ
ン
シ
ョ
ン

の
総
階
数
が
高
い
ほ
ど
小
さ
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
）大
き
く
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
築
年
数
が

新
し
い
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
で
所
在
階
が
上
位
階
の
部

屋
の
場
合
は
、
乖
離
率
が
大
き
く
な
り
、
今
回
の
改

正
に
よ
り
評
価
額
が
大
き
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
改
正
前
に
お
い
て
理
論
上
の
市
場
価

額
の
30
％
で
評
価
さ
れ
て
い
た
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
改

正
後
は
60
％
で
評
価
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
従
来

の
評
価
額
の
２
倍（
60
％
÷
30
％
）で
評
価
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

会計士・税理士  岡 林 哲 男税理士・公認会計士が語る！

居住用マンションの相続税評価方法の見直し

役に立つ税の豆知識

【改正後の相続税評価額】

・理論上の市場価格＝改正前の相続税評価額×評価乖離率
・‌�評価乖離率＝①（築年数×△0.033）＋②（総階数指標×0.239）＋③（専有部分の所在階×0.018）＋
④（敷地利用権の面積÷専有部分の面積（床面積）×△1.195）＋3.220

評価乖離率 改正前の
相続税評価額

改正後の
相続税評価額 改正による影響

1.667以上 理論上の市場価格の
60％未満

理論上の市場価格
×60% 評価額の引上げ

1〜1.666 理論上の市場価格の
60％～100％

改正前の相続税評
価額 変更なし

1以下 理論上の市場価格の
100％超 理論上の市場価格 評価額の引下げ

8 The NORTH 2024 March The NORTH 2024 March 7

CCI Information役に立つ税の豆知識 / Coverage



大
阪
東
部
地
区︵
北
大
阪
、
守
口
門
真
、
大

東
、
東
大
阪
、
八
尾
、
松
原
︶の
６
商
工
会
議

所
で
は
、
毎
年
５
月
期
を
基
準
と
し
た
管
内
事

業
所
の
平
均
給
与
や
モ
デ
ル
賃
金
、
諸
手
当
な

ど
を
合
同
で
調
査
し
「
大
阪
東
部
地
区
の
賃
金

白
書
」
と
し
て
発
刊
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
も

そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
ご
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

2
0
2
3
年
に
お
け
る
賃
金
改
定
に
お
い
て

は
、
円
安
や
原
材
料
費
な
ど
の
物
価
上
昇
を
背

景
に
、
実
質
賃
金
の
調
整
と
い
う
側
面
か
ら
、

賃
上
げ
に
踏
み
切
っ
た
企
業
が
全
国
的
に
増
加

し
て
お
り
ま
す
。

当
地
域
に
お
き
ま
し
て
も
、
本
調
査
結
果
で

は
８
割
弱
の
事
業
所
が
賃
上
げ
を
実
施
し
、
平

均
賃
上
げ
率
は
３
％
と
い
ず
れ
も
前
年
を
上
回

り
、
賃
金
の
増
加
傾
向
が
映
し
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
こ
の
度
の
賃
上
げ
は
、
従
業
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
よ
る
労
働
生
産
性
の

向
上
や
、
人
材
確
保
な
ど
の
側
面
か
ら
も
多
く

の
事
業
所
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
大
き

な
経
営
課
題
と
し
て
注
視
さ
れ
て
い
く
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

本
調
査
結
果
に
は
、
ま
だ
ま
だ
補
完
す
べ
き

点
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
賃
金
管
理
の

一
助
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
調
査
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
事
業
所
各
位
に
対
し
ま
し
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
賃
金
白
書
【
完
全
版
】
は
き
ら
ら
事

務
所
、
枚
方
市
駅
前
事
務
所
、
寝
屋
川
支
所
、

交
野
支
所
に
て
販
売
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
是
非
ご
購
入
下
さ
い
。【
１
冊
税
込
み 

会
員
２
、0
0
0
円　
非
会
員
３
、0
0
0
円
】

◆
調
査
要
領
◆

１
．
調
査
の
目
的

こ
の
調
査
は
、
大
阪
東
部
地
区
事
業
所
の
給

与
水
準
及
び
そ
の
構
造
等
を
調
査
、
動
向
を
分

析
し
、
地
域
事
業
所
の
賃
金
管
理
に
役
立
つ
資

料
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。　

２
．
調
査
時
期
及
び
方
法

2
0
2
3
年
６
月
１
日
～
６
月
末
日
の
期
間

で
、
５
月
時
点
に
お
け
る
賃
金
等
を
郵
送
法
に

よ
り
調
査
し
た
。

３
．
調
査
実
施
機
関

【
大
阪
東
部
地
区
商
工
会
議
所
調
査
連
絡
会
】

東
大
阪
商
工
会
議
所（
幹
事
）、
守
口
門
真
商

工
会
議
所（
副
幹
事
）、
北
大
阪
商
工
会
議
所
、

大
東
商
工
会
議
所
、
八
尾
商
工
会
議
所
、
松
原

商
工
会
議
所

４
．
調
査
対
象
及
び
回
収
状
況

調
査
対
象
は
、
各
地
商
工
会
議
所
の
会
員
事

業
所
の
中
か
ら
、
各
々
任
意
に
抽
出
し
た
。

回
収
状
況
は
次
の
通
リ
。

配
布
数　
４
、4
1
3

有
効
回
答
数　
8
8
7

回
答
率（
％
）　
20
・
１

◆
調
査
概
要
◆

１
．
賃
上
げ
実
施
割
合
と
賃
上
げ
率

2
0
2
3
年
の
賃
上
げ
に
つ
い
て
は
、
77
・

６
％（
回
答
事
業
所
8
8
7
社
の
内
6
8
8
社
）

が
実
施
し
、
そ
の
割
合
は
前
年
の
68
・
０
％

よ
り
９・
６
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
。
ま
た
据
え

置
い
た
と
す
る
割
合
は
22
・
４
％（
前
年
31
・

４
％
）、
賃
下
げ
を
実
施
し
た
事
業
所
の
割
合

は
０
％（
同
０・６
％
）で
あ
っ
た
。

業
種
別
の
賃
上
げ
実
施
割
合
を
み
る
と
、
製

造
業
は
82
・
９
％（
同
75
・
９
％
）、
非
製
造
業

は
70
・
５
％（
同
58
・
４
％
）と
製
造
業
の
方
が

高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
。

次
に
、
賃
上
げ
を
実
施
し
た
事
業
所
の
平
均

賃
上
げ
率
は
３・
０
％（
同
２・
４
％
）と
０・
６

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
。
業
種
別
に
み
る
と
、
製

造
業
は
３・１
％（
同
２・３
％
）、
非
製
造
業
は

２・９
％（
同
２・７
％
）で
あ
っ
た
。

２
．
平
均
給
与
の
動
向

全
業
種
で
み
た
１
ヶ
月
当
た
り
の
平
均
給
与

は
、
給
与
総
額
3
5
4
、2
1
5
円（
平
均
年
齢

45
・
0
歳
、
勤
続
年
数
13
・
0
年
）と
前
年
よ

り
１・
７
％
上
昇
し
た（
第
１
表
）。
な
お
、
平

均
年
齢
、
勤
続
年
数
と
も
に
ほ
ぼ
前
年
並
み

で
あ
っ
た
。
内
訳
を
み
る
と
所
定
労
働
時
間

内
給
与（
以
下
時
間
内
給
与
と
略
）は
3
2
1
、

2
7
6
円（
前
年
比
０・
６
％
増
）、
所
定
労
働

時
間
外
給
与（
以
下
時
間
外
給
与
と
略
）は
３
2
、

9
4
0
円（
同
14
・
０
％
増
）と
な
っ
て
い
る
。

業
種
別
で
み
る
と
、
製
造
業
は
給
与
総
額
で

3
5
6
、3
8
1
円（
前
年
比
2
・
5
％
増
）と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
、
時
間
内
給
与
は
3
2
0
、

4
1
7
円（
同
０・
２
％
増
）、
時
間
外
給
与
は

３
5
、
9
6
4
円（
同
28
・
４
％
増
）と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
非
製
造
業
は
給
与
総
額
で
3
4
9
、

5
3
1
円（
同
0
・
1
％
増
）と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
内
、
時
間
内
給
与
は
3
2
3
、1
3
4
円（
同

1
・
3
％
増
）、
時
間
外
給
与
は
２
6
、
3
9
7

円（
同
13
・
3
％
減
）と
な
っ
て
い
る
。

３
．
モ
デ
ル
賃
金

　
　

＜

基
本
給（
職
務
・
職
能
給
含
む
）＞

⑴
モ
デ
ル
賃
金
の
動
向

　

‌�‌　
新
卒
者
を
基
準
と
し
た
一
定
の
モ
デ
ル

条
件
に
合
致
す
る
想
定
の
給
与
で
あ
る
モ

デ
ル
賃
金
は
、
第
２
表
の
通
り
と
な
っ
た
。

　

‌�　
今
年
の
学
歴
・
職
種
別
の
モ
デ
ル
賃
金

を
前
年
の
調
査
結
果
と
比
較
す
る
と
、
高

校
卒
の
事
務
職
「
45
歳
」
と
大
学
卒
の
現

場
職
「
40
歳
」
の
年
齢
層
を
除
い
た
各
年

齢
層
で
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

‌�　
事
務
職
と
現
場
職
の
モ
デ
ル
賃
金
を
比

較
す
る
と
、
高
校
卒
で
は
全
て
の
年
齢
層

で
現
場
職
が
事
務
職
を
上
回
っ
て
お
り
、

大
学
卒
で
は
35
歳
以
上
の
年
齢
層
で
事
務

職
が
現
場
職
を
上
回
っ
て
い
る
。

⑵
モ
デ
ル
賃
金
倍
率

　

‌�　

各
学
歴
の
初
任
給（
勤
続
０
年
）を

1
0
0
と
し
た
各
年
齢
の
賃
金
倍
率
を
み

る
と
第
３
表
の
通
り
と
な
っ
た
。

　

‌�　
賃
金
倍
率
は
、
全
業
種
に
お
い
て
事
務

職
・
現
場
職
共
に
「
60
歳
」
が
ピ
ー
ク
で
、

そ
の
倍
率
は
そ
れ
ぞ
れ
高
校
卒
の
事
務
職

が
1
・
91
倍
、
現
場
職
が
約
1
・
90
倍
、

大
学
卒
は
事
務
職
が
1
・
88
倍
、
現
場
職

が
約
1
・
81
倍
と
な
っ
た
。

賃
金
白
書
本
編
で
は
、
今
回
掲
載
の
情
報
の

他
、「
初
任
給
」「
諸
手
当（
役
付
手
当
、
家
族

手
当
、
住
宅
手
当
、
食
事
手
当
、
通
勤
手
当
）」

「
賞
与
等
の
年
間
支
給
月
数
」「
賃
金
引
上
げ
・

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
現
状
」「
常
用
労
働
者
の
所

定
労
働
時
間
・
年
間
休
日
日
数
」
な
ど
、
よ
り

詳
細
な
情
報
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

第１表　平均給与の動向
（単位：円、％）

2021年 2022年 2023年
前年比 前年比 前年比

全
　
業
　
種

給 与 総 額 335,805 99.7 348,326 103.7 354,215 101.7
時 間 内 給 与 305,504 97.5 319,426 104.6 321,276 100.6
時 間 外 給 与 30,301 127.8 28,900 95.4 32,940 114.0
平均年齢（歳） 44.1 44.6 45.0
勤続年数（年） 12.2 12.6 13.0

製
　
　
造
　
　
業

平
　
　
　
均

給 与 総 額 331,023 99.8 347,768 105.1 356,381 102.5
時 間 内 給 与 300,066 96.7 319,755 106.6 320,417 100.2
時 間 外 給 与 30,956 146.2 28,013 90.5 35,964 128.4
平均年齢（歳） 43.7 44.3 44.7
勤続年数（年） 12.1 12.7 13.1

事
　
務
　
職

給 与 総 額 356,529 99.1 367,242 103.0 380,813 103.7
時 間 内 給 与 333,044 97.3 349,957 105.1 353,791 101.1
時 間 外 給 与 23,485 134.2 17,285 73.6 27,022 156.3
平均年齢（歳） 44.7 45.2 45.7
勤続年数（年） 11.8 12.6 12.9

現
　
場
　
職

給 与 総 額 315,996 101.1 336,158 106.4 341,178 101.5
時 間 内 給 与 280,638 97.1 301,749 107.5 299,651 99.3
時 間 外 給 与 35,358 149.5 34,409 97.3 41,527 120.7
平均年齢（歳） 42.7 43.5 43.7
勤続年数（年） 12.3 12.9 13.3

非
　
　
製
　
　
造
　
　
業

平
　
　
　
均

給 与 総 額 343,994 98.9 349,293 101.5 349,531 100.1
時 間 内 給 与 314,814 98.7 318,855 101.3 323,134 101.3
時 間 外 給 与 29,180 101.2 30,438 104.3 26,397 86.7
平均年齢（歳） 44.7 45.1 45.4
勤続年数（年） 12.5 12.3 12.8

事
　
務
　
職

給 与 総 額 356,274 98.5 374,967 105.2 365,583 97.5
時 間 内 給 与 334,274 97.4 351,624 105.2 344,694 98.0
時 間 外 給 与 22,001 118.6 23,343 106.1 20,889 89.5
平均年齢（歳） 45.0 45.4 45.6
勤続年数（年） 12.6 12.2 12.5

現
　
場
　
職

給 与 総 額 328,243 99.6 318,252 97.0 325,388 102.2
時 間 内 給 与 289,854 100.9 279,235 96.3 290,708 104.1
時 間 外 給 与 38,388 90.7 39,017 101.6 34,680 88.9
平均年齢（歳） 44.3 44.8 45.3
勤続年数（年） 12.3 12.4 13.1

第２表
2023年モデル賃金（全業種）

（単位：円、％）

学
歴

年
齢（
歳
）

勤
続（
年
）

事　務　職

2022年 2023年 対前年比

高
　
校
　
卒

18 0 182,700 185,600 101.6

20 2 187,400 192,100 102.5

22 4 197,100 200,300 101.6

25 7 211,600 216,100 102.1

30 12 233,800 238,500 102.0

35 17 254,700 259,000 101.7

40 22 278,500 279,300 100.3

45 27 303,300 302,200 99.6

50 32 325,900 325,900 100.0

55 37 342,600 345,600 100.9

60 42 345,700 355,300 102.8

大
　
学
　
卒

22 0 200,600 205,000 102.2

25 3 215,100 220,800 102.6

30 8 242,700 246,800 101.7

35 13 269,900 274,400 101.7

40 18 296,900 303,200 102.1

45 23 323,500 330,500 102.2

50 28 348,900 356,000 102.0

55 33 369,000 377,300 102.2

60 38 374,700 385,300 102.8

学
歴

年
齢（
歳
）

勤
続（
年
）

現　場　職

2022年 2023年 対前年比

高
　
校
　
卒

18 0 186,900 190,400 101.9

20 2 192,700 197,800 102.6

22 4 201,700 206,600 102.4

25 7 217,500 221,600 101.9

30 12 241,000 244,800 101.6

35 17 261,800 265,700 101.5

40 22 284,800 288,200 101.2

45 27 308,700 310,700 100.6

50 32 329,200 334,200 101.5

55 37 343,900 351,900 102.3

60 42 347,500 361,700 104.1

大
　
学
　
卒

22 0 204,700 209,600 102.4

25 3 219,900 223,300 101.5

30 8 245,700 248,200 101.0

35 13 271,400 272,600 100.4

40 18 296,600 295,800 99.7

45 23 321,200 321,400 100.1

50 28 343,500 346,900 101.0

55 33 360,700 366,700 101.7

60 38 368,000 379,500 103.1

注）モデル賃金（基本給）を使って計算

第３表　学歴・職種別モデル賃金倍率の推移
（単位：％）

全業種・現場職 全業種・事務職
年
齢（
歳
）

勤
続（
年
）

学
歴 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 学

歴 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

18 0

高
校
卒
・
現
場
職

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

高
校
卒
・
事
務
職

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
20 2 104.5 104.2 103.8 103.1 103.9 104.2 103.5 103.6 102.6 103.5
22 4 111.2 109.8 109.5 107.9 108.5 109.7 109.3 109.3 107.9 107.9
25 7 120.1 118.2 117.7 116.4 116.4 118.2 117.4 117.3 115.8 116.4
30 12 132.7 130.7 129.4 128.9 128.6 131.2 129.7 130.2 128.0 128.5
35 17 146.0 142.6 140.9 140.1 139.5 144.1 142.5 141.3 139.4 139.5
40 22 158.4 153.9 152.0 152.4 151.4 156.9 154.9 153.7 152.4 150.5
45 27 170.2 164.8 162.4 165.2 163.2 169.7 169.3 165.0 166.0 162.8
50 32 180.3 174.9 172.3 176.1 175.5 180.2 179.8 174.7 178.4 175.6
55 37 185.1 183.3 176.8 184.0 184.8 186.5 191.7 180.6 187.5 186.2
60 42 186.2 189.3 179.8 185.9 190.0 184.0 197.3 181.8 189.2 191.4
22 0

大
学
卒
・
現
場
職

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

大
学
卒
・
事
務
職

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
25 3 108.2 107.6 108.2 107.4 106.5 108.1 107.3 108.0 107.2 107.7
30 8 120.9 119.3 120.1 120.0 118.4 121.8 120.3 122.1 121.0 120.4
35 13 133.8 131.3 131.0 132.6 130.1 135.1 133.1 133.6 134.5 133.9
40 18 147.8 143.9 142.3 144.9 141.1 149.6 147.4 146.0 148.0 147.9
45 23 158.7 155.6 154.1 156.9 153.3 161.6 161.3 157.5 161.3 161.2
50 28 168.4 166.1 163.2 167.8 165.5 171.1 173.4 166.0 173.9 173.7
55 33 171.2 174.5 170.1 176.2 175.0 173.6 182.4 172.1 183.9 184.0
60 38 172.6 180.3 173.1 179.8 181.1 173.2 188.8 173.7 186.8 188.0

注）モデル賃金（基本給）を使って計算、各学年とも初任給モデルを100とした

賃
金
白
書

賃
金
白
書

概 要 版

2
0
2
3
年
度 

大
阪
東
部
地
区
の

⑴
注
意
点

◇‌�

こ
こ
で
い
う
「
所
定
労
働
時
間
内
給
与
」
と

は
、
所
定
の
労
働
時
間
内
の
労
働
に
対
し
て

支
払
わ
れ
る
も
の
で
、
基
本
給
や
通
勤
手
当
、

そ
の
他
諸
手
当
を
含
み
、「
所
定
労
働
時
間
外

給
与
」
と
は
、
所
定
労
働
時
間
外
の
労
働
に

対
し
て
支
払
わ
れ
る
残
業
手
当
、
早
出
手
当
、

休
日
出
勤
手
当
、
宿
日
直
手
当
な
ど
を
い
う
。

◇‌�

職
種
に
つ
い
て
、
事
務
職
は
、
事
務
、
管
理
、

技
術
、
営
業（
小
売
販
売
員
を
除
く
）職
に
従

事
す
る
も
の
で
、
現
場
職
は
、
一
般
製
造
部

門
に
従
事
す
る
者
及
び
小
売
販
売
員
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
職
等
を
い
う
。

◇‌�

本
書
で
の
モ
デ
ル
賃
金
は
、
新
卒
者
を
基
準

と
し
、
モ
デ
ル
条
件（
職
種
、
学
歴
、
年
齢
、

勤
続
年
数
）に
合
致
す
る
者
の
基
本
給（
職

務
・
職
能
給
含
む
：
実
在
者
モ
デ
ル
賃
金
）

を
調
査
し
て
い
る
が
、
条
件
に
近
い
者
か
ら

想
定
し
た
給
与（
想
定
モ
デ
ル
賃
金
）を
求
め
、

併
用
し
て
算
出
し
て
い
る
。

◇‌�

回
答
事
業
所
及
び
回
答
数
は
毎
年
同
じ
と
は

限
ら
ず
、
そ
の
た
め
平
均
賞
与
や
モ
デ
ル
賃

金
、
諸
手
当
に
つ
い
て
時
系
列
比
較
に
は
留

意
す
る
必
要
が
あ
る
。

◇‌�

構
成
比
、
前
年
比
な
ど
の
数
字
は
、
小
数
点

第
２
位
で
四
捨
五
入
し
て
い
る
。
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い
で
、
典
央
氏
は
、
一
台
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
を
購
入
し
、
月
に
数
件
あ
っ
た
撮
影
の
仕

事
で
、
父
の
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
の
サ
ブ
で
入

る
よ
う
に
な
っ
た
。
高
校
生
の
頃
か
ら
父
の

撮
影
の
手
伝
い
を
し
て
は
い
た
が
、
き
ち
ん

と
体
系
的
に
学
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。
ま
さ

に
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
、
が
む
し
ゃ
ら
に
撮

影
を
重
ね
た
。「
父
親
の
撮
る
写
真
は
、
固
い

イ
メ
ー
ジ
の
か
し
こ
ま
っ
た
写
真
。
僕
は
オ

フ
シ
ョ
ッ
ト
的
な
も
の
を
撮
ろ
う
と
思
っ
た
」。

そ
し
て
、
典
央
氏
が
目
指
す
ス
タ
イ
ル
が

見
え
た
瞬
間
が
あ
っ
た
と
い
う
。
幼
稚
園
の

入
園
式
の
記
念
に
訪
れ
た
女
の
子
の
撮
影

だ
っ
た
。「
非
常
に
緊
張
し
て
表
情
が
硬
い
。

な
ん
と
か
し
て
普
段
の
表
情
を
引
き
出
そ
う

と
思
っ
て
、“
変
顔
”
を
し
た
り
“
変
声
”

を
出
し
た
り
し
て
み
た
ら
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ

笑
っ
て
く
れ
た
。
夢
中
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切

る
と
イ
メ
ー
ジ
通
り
の
素
敵
な
写
真
が
撮
れ

た
。
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

そ
れ
以
来
、「
自
分
が
笑
わ
せ
て
笑
顔
の
写

真
を
撮
る
こ
と
が
、
や
み
つ
き
に
な
っ
た
」

と
い
う
典
央
氏
。「
や
っ
と
写
真
の
楽
し
さ

が
わ
か
っ
た
。
緊
張
を
和
ら
げ
て
、
そ
の
子

ら
し
い
表
情
を
引
き
出
し
、
そ
の
瞬
間
を
写

真
に
切
り
取
る
こ
の
仕
事
が
面
白
く
な
っ
た
。

そ
の
一
枚
の
写
真
を
見
た
時
に
、
そ
の
時
の

様
子
と
か
、
時
代
背
景
と
か
、
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
よ
う
な
写
真
を

撮
り
た
い
」。

典
央
氏
が
実
績
を
積
み
重
ね
る
に
つ
れ
、

父
の
意
識
も
変
わ
っ
て
い
っ
た
。「
記
念
写

真
は
、
笑
顔
を
見
せ
て
は
い
け
な
い
」
と
い

う
の
が
父
の
流
儀
だ
っ
た
が
、
典
央
氏
が
撮

る
笑
顔
の
写
真
を
見
て
「
笑
っ
て
い
る
写
真

え
え
な
」
と
認
め
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
だ
。

大
規
模
改
装
で
写
真
ス
タ
ジ
オ
へ

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
写
真
ス
タ
ジ
オ
を

や
り
た
い
」。
夢
の
実
現
に
向
け
て
、
旧
来

の
店
舗
を
自
己
資
金
で
少
し
ず
つ
改
装
し
て

い
た
が
、
2
0
1
4
年（
平
成
26
年
）、
同

業
者
の
紹
介
で
当
商
工
会
議
所
と
つ
な
が

り
、
榎
並
経
営
指
導
員（
現
、
寝
屋
川
支
所

長
）が
経
営
相
談
に
応
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
ず
は
、
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
を

活
用
し
、
店
舗
前
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
改

装
。
理
想
の
ス
タ
ジ
オ
を
作
る
た
め
に
は
約

1
0
0
0
万
円
の
資
金
が
必
要
だ
っ
た
た
め
、

マ
ル
経
融
資
を
受
け
、
店
舗
を
大
規
模
改
装

し
、「T

aiyo Studio

」
に
生
ま
れ
変
わ
っ

た
の
だ
。

こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
空

間
づ
く
り
。
子
ど
も
が
緊
張
し
な
い
よ
う
、

入
り
口
は
、
あ
え
て
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
て
、

友
達
の
家
に
遊
び
に
来
て
い
る
感
じ
を
演

出
。
開
放
感
の
あ
る
ス
タ
ジ
オ
は
、
ど
の
場

所
か
ら
で
も
写
真
が
撮
れ
る
よ
う
な
多
面
の

設
計
に
し
た
。
父
の
家
庭
菜
園
だ
っ
た
場
所

を
ガ
ー
デ
ン
ス
タ
ジ
オ
と
し
て
整
備
し
、
庭

や
玄
関
と
い
っ
た
屋
外
で
の
撮
影
も
可
能
だ
。

七
五
三
向
け
の
着
物
や
ド
レ
ス
な
ど
の
貸
衣

装
も
徐
々
に
揃
え
て
い
っ
た
。
マ
ス
ミ
氏
は
、

「
小
さ
い
お
子
様
は
、
撮
影
が
始
ま
る
と
緊

張
で
固
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
だ
か

ら
、『
お
庭
見
て
み
よ
う
か
』
と
声
を
か
け
て

み
た
り
、
お
子
様
が
興
味
を
持
ち
そ
う
な
小

物
を
隅
に
置
い
て
『
あ
れ
何
だ
ろ
う
、
取
っ

て
き
て
』
な
ど
と
動
き
を
誘
っ
て
そ
の
瞬
間

に
撮
影
す
る
な
ど
工
夫
し
て
い
る
」
と
話
す
。

こ
だ
わ
り
の
ス
タ
ジ
オ
が
実
現
し
、
順
調

に
売
り
上
げ
が
伸
び
て
い
た
が
、
2
0
1
8

年（
平
成
30
年
）の
大
阪
北
部
地
震
、
台
風
21

号
で
、
建
物
の
修
繕
が
必
要
に
な
る
。
そ
し

て
、
2
0
2
0
年（
令
和
２
年
）、
新
型
コ
ロ

ナ
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
で
、
休
業
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
事
態
に
も
、
当
商

工
会
議
所
が
相
談
に
あ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
施
策
を
活
用
し
な
が
ら
危
機
を
乗
り
越

え
て
き
た
。

同
店
は
、
完
全
予
約
制
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ス
タ
ジ
オ
で
、
感
染
対
策
を
強
化
し
た
こ
と

で
、
お
客
様
同
士
が
接
触
す
る
こ
と
が
な
く

な
り
、
そ
の
後
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
大

き
な
影
響
は
受
け
な
か
っ
た
と
い
う
。
む
し
ろ
、

大
阪
市
内
や
遠
方
か
ら
足
を
運
ん
で
く
れ
る

お
客
様
も
増
え
た
そ
う
だ
。「
元
々
は
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
感
じ
で
撮
り
た
い
か
ら
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ス
タ
ジ
オ
を
作
っ
た
け
ど
、
そ
れ
が
た

ま
た
ま
コ
ロ
ナ
禍
に
も
対
応
で
き
て
結
果
的

に
良
か
っ
た
」
と
典
央
氏
は
話
す
。
最
近
は
、

祖
父
母
も
交
え
て
家
族
み
ん
な
で
撮
り
た
い

と
い
う
希
望
が
増
え
て
い
る
そ
う
だ
。

地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
お
店
で
あ
り
続
け
る

撮
影
し
た
後
の
画
像
の
選
択
や
、
商
品
の

購
入
な
ど
、
お
客
様
と
の
や
り
取
り
は
、
全

てLIN
E

の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
行
っ
て
い

る
が
、
現
在
、
登
録
者
が
8
0
0
人
を
超
え

る
。
こ
の
う
ち
、
半
分
く
ら
い
は
、
定
期
的

に
撮
影
に
訪
れ
て
く
れ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
だ
。

先
述
し
た
幼
稚
園
の
入
園
式
で
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
の
女
の
子
は
、
そ
の
後
も
節
目
ご
と
に
撮

影
に
訪
れ
、
数
年
前
、
成
人
式
を
迎
え
た
そ

う
だ
。
典
央
氏
は
、「
晴
れ
着
姿
を
見
せ
て

も
ら
っ
た
時
に
す
ご
く
感
慨
深
か
っ
た
。
子

ど
も
た
ち
や
家
族
の
成
長
ぶ
り
を
見
さ
せ
て

も
ら
え
る
本
当
に
あ
り
が
た
い
仕
事
だ
と

思
っ
て
い
る
」
と
目
を
細
め
る
。
そ
し
て
、

「
や
は
り
、
そ
の
子
の
歴
史
を
知
っ
て
る
か

ら
こ
そ
、
そ
の
時
々
で
撮
れ
る
写
真
も
あ
る

と
思
う
。
い
ろ
ん
な
世
間
話
を
し
な
が
ら
ね
。

最
近
は
、
撮
影
よ
り
も
世
間
話
の
方
が
長
い

方
も
い
る
」。
ス
マ
ホ
や
S
N
S
の
普
及
で

誰
も
が
気
軽
に
撮
影
で
き
る
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、
プ
ロ
の
写
真
ス
タ
ジ
オ
に
し
か
で
き
な

い
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

夫
妻
に
今
後
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
大
き
な
野
望
と
か
そ
う
い
う
の
は
な
く
て
、

こ
こ
で
ず
っ
と
地
域
の
お
客
様
に
必
要
と
さ

れ
る
お
店
で
あ
り
続
け
た
い
。
夫
婦
で
お
客

様
と
関
わ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
ぶ
り

を
見
ら
れ
た
ら
嬉
し
い
。
だ
か
ら
、
ス
タ
ッ

フ
を
雇
う
こ
と
は
せ
ず
に
夫
婦
二
人
で
や
っ

て
い
き
た
い
。
記
念
写
真
だ
け
で
は
な
く

て
、
普
段
の
何
で
も
な
い
日
で
も
家
族
の
時

間
を
写
真
に
残
し
て
い
た
だ
け
た
ら
な
と

思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ス
マ
ホ
の
中
だ
け

じ
ゃ
な
く
て
、
出
来
れ
ば
家
の
ど
こ
か
に
写

真
を
飾
っ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
。
生
活
の

中
に
写
真
が
あ
る
と
、
時
々
そ
れ
を
見
な
が

ら
、『
あ
の
時
こ
う
だ
っ
た
ね
』
な
ど
と
家

族
で
会
話
が
で
き
る
。
そ
れ
は
す
ご
く
楽
し

い
時
間
だ
と
思
う
の
で
、
お
客
様
に
そ
う
い

う
時
間
を
提
供
で
き
た
ら
嬉
し
い
」
と
語
っ

て
く
れ
た
。

今
回
の
主
人
公
は
、
枚
方
市
津
田
駅
前
の

写
真
ス
タ
ジ
オTaiyo Studio

（
タ
イ
ヨ
ー

ス
タ
ジ
オ
）の
代
表
を
務
め
る
石
田
典
央
氏

︵
50
︶と
妻
の
マ
ス
ミ
氏（
52
）の
お
二
人
。
典

央
氏
が
カ
メ
ラ
マ
ン
、
マ
ス
ミ
氏
が
撮
影
ア

シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
、
夫
婦
二
人
三
脚
で
営

む
写
真
ス
タ
ジ
オ
だ
。

同
店
は
、
1
9
7
2
年（
昭
和
47
年
）に
典

央
氏
の
父
が
「
太
陽
カ
メ
ラ
商
会
」
と
し
て

創
業
。
父
の
時
代
は
、
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
の

写
真
プ
リ
ン
ト
が
メ
イ
ン
だ
っ
た
が
、
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
の
普
及
に
よ
り
ニ
ー
ズ
が
一

変
。
跡
を
継
い
だ
典
央
氏
は
、「
プ
リ
ン
ト

シ
ョ
ッ
プ
」
か
ら
「
写
真
ス
タ
ジ
オ
」
へ
と

転
換
を
は
か
っ
た
。
店
を
改
装
し
た
ス
タ
ジ

オ
は
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
空
間
作
り
に
こ
だ

わ
っ
た
。
ス
タ
ジ
オ
で
の
撮
影
は
緊
張
で
表

情
が
硬
く
な
り
が
ち
だ
か
ら
だ
。
お
宮
参
り

や
七
五
三
、
入
園
・
入
学
な
ど
で
の
子
ど
も

や
家
族
写
真
の
撮
影
が
多
い
そ
う
だ
が
、
二

人
の
見
事
な
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
ス
タ
ジ

オ
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
子
ど
も
の
最
高
の

笑
顔
を
引
き
出
す
。
店
内
に
飾
ら
れ
て
い
る

写
真
は
、
ど
れ
も
自
然
体
で
笑
顔
が
溢
れ
て

い
る
。
二
人
の
明
る
く
優
し
い
人
柄
だ
か
ら

こ
そ
引
き
出
せ
る
“
技
”
だ
。

完
全
予
約
制
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
追
い
風
と
な
り
、
売
り

上
げ
も
順
調
だ
。
子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ

て
撮
影
に
訪
れ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
様
も

多
く
、「
お
子
さ
ん
や
家
族
の
歩
み
を
見
守

る
こ
と
が
で
き
る
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
仕

事
。
こ
の
ま
ま
夫
婦
二
人
で
地
域
の
人
た
ち

に
必
要
と
さ
れ
る
写
真
ス
タ
ジ
オ
で
あ
り
続

け
た
い
」
と
語
る
。
そ
ん
な
石
田
夫
妻
の
こ

れ
ま
で
の
歩
み
と
思
い
に
迫
っ
た
。

“
フ
ィ
ル
ム
”
か
ら
“
デ
ジ
タ
ル
”
へ

写
真
愛
好
家
の
典
央
氏
の
父
が
、

1
9
7
2
年（
昭
和
47
年
）に
「
太
陽
カ
メ
ラ

商
会
」
を
寝
屋
川
市
で
創
業
。
市
の
区
画
整

理
事
業
に
よ
り
、
現
在
の
地
に
移
転
し
て
か

ら
30
年
以
上
が
経
つ
。
父
が
営
ん
で
い
た
頃

は
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
の
時
代
で
、
写
真
プ
リ

ン
ト
が
売
り
上
げ
の
約
８
割
を
占
め
、
記

念
撮
影
も
一
部
行
っ
て
い
た
。「
当
時
は
、

フ
ィ
ル
ム
を
買
っ
て
写
真
を
プ
リ
ン
ト
す
る
、

写
真
を
ア
ル
バ
ム
に
貼
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル

が
で
き
て
い
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
物
販
で
商

売
と
し
て
は
う
ま
く
回
っ
て
い
た
」
と
い
う
。

「
継
ぐ
気
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
典
央
氏

は
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
経
営
す
る
会
社

に
就
職
。
名
古
屋
で
勤
務
し
て
い
た
30
歳
の

頃
、
父
が
体
調
を
崩
し
た
た
め
、
地
元
に

戻
っ
て
家
業
を
手
伝
う
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
当
時
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
登

場
に
よ
り
、
世
の
中
の
ニ
ー
ズ
が
大
き
く
変

化
し
始
め
た
頃
だ
っ
た
。
フ
ィ
ル
ム
が
売

れ
な
く
な
り
、
プ
リ
ン
ト
の
注
文
も
減
っ

て
い
っ
た
。
一
方
で
、『
デ
ジ
タ
ル
は
色
が

悪
い
』
と
フ
ィ
ル
ム
に
こ
だ
わ
る
父
。

「
各
種
メ
ー
カ
ー
が
一
斉
に
デ
ジ
タ
ル
に
切

り
替
え
、
世
の
中
全
体
が
急
速
に
変
わ
っ
た

な
と
実
感
し
た
の
が
2
0
0
5
年
頃
だ
っ
た
。

す
ぐ
に
乗
り
換
え
た
店
も
あ
っ
た
が
、
う
ち

は
初
期
投
資
の
余
裕
も
な
く
、
乗
り
遅
れ
て

し
ま
っ
た
」
と
典
央
氏
は
振
り
返
る
。
世
の

中
の
変
化
を
よ
そ
目
に
、
父
の
考
え
は
変
わ

ら
な
か
っ
た
と
い
う
。「
近
所
の
写
真
好
き

の
友
達
と
撮
影
に
行
き
、
店
で
ど
れ
を
プ
リ

ン
ト
し
て
引
き
伸
ば
す
か
、
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
相
談
に
応
じ
て
い
た
。
商
売
と
し
て
は

利
益
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
指
摘
す
る
。

二
代
目
と
し
て
店
を
継
ぐ
決
意
を
し
た
典
央

氏
だ
っ
た
が
、
母
親
の
手
書
き
の
経
理
帳
簿

を
見
て
、「
売
り
上
げ
の
少
な
さ
に
驚
い
た
」

と
い
う
。「
ど
こ
か
で
方
向
転
換
し
な
け
れ

ば
」
と
焦
る
気
持
ち
が
膨
ん
で
い
た
。

写
真
の
楽
し
さ
を
知
る

マ
ス
ミ
氏
と
結
婚
し
、
一
緒
に
店
を
支
え

始
め
て
く
れ
た
が
、
父
と
の
意
見
の
対
立
は

し
ば
ら
く
続
い
た
そ
う
だ
。「
も
う
売
れ
な

く
な
っ
た
店
内
の
フ
ィ
ル
ム
の
カ
メ
ラ
用
品

を
片
付
け
る
と
、
父
が
『
こ
れ
誰
が
片
付
け

た
ん
や
』
と
言
っ
て
ま
た
出
し
て
く
る
、
と

い
っ
た
こ
と
の
繰
り
返
し
だ
っ
た
。
で
も
あ

の
頃
は
、
ど
こ
の
写
真
店
で
も
フ
ィ
ル
ム
対

デ
ジ
タ
ル
で
同
じ
よ
う
な
闘
い
が
あ
っ
た
と

聞
い
て
い
る
」
と
明
か
す
。

「
実
績
を
上
げ
る
し
か
な
い
」。
そ
ん
な
思

笑
顔
溢
れ
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
写
真
ス
タ
ジ
オ

夫
婦
二
人
三
脚
で
地
域
に
愛
さ
れ
る
店
を
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◇
大
阪
か
ら
牧
野
へ

近
代
の
交
野
ケ
原
で
も
っ
と
も
そ
の
地
に

ふ
さ
わ
し
い
文
化
的
出
来
事
と
言
え
ば
、
昭

和
４
年（
1
9
2
9
）、
御
殿
山
に
「
大
阪
美

術
学
校
」
が
大
阪
市
内
か
ら
移
転
し
て
き
た

こ
と
だ
ろ
う
。
陸
軍
に
接
収
さ
れ
た
昭
和
19

年（
1
9
4
4
）ま
で
、
わ
ず
か
15
年
で
は
あ

る
が
、
矢
野
橋
村
を
中
心
に
大
阪
の
美
術
発

展
に
大
い
な
る
貢
献
を
果
し
た
。
か
つ
て
交

野
ケ
原
が
平
安
の
世
に
雅
の
地
で
あ
っ
た
よ

う
に
、
こ
の
地
が
再
び
美
術
と
い
う
文
化
の

世
界
で
大
き
な
未
来
が
開
か
れ
よ
う
と
し
た

の
だ
。
あ
の
戦
争
さ
え
な
け
れ
ば
—
—
—
。

◇
美
術
学
校
跡
の
茂
み

筆
者
は
枚
方
第
一
中
学
校（
渚
東
町
）を
卒

業
し
た
。（
昭
和
35
年
３
月
、
1
9
6
0
）卒

業
記
念
と
し
て
日
本
画
色
紙
を
描
い
て
く
れ

た
美
術
の
「
平
山
先
生
」
の
こ
と
を
思
い
出

す
。「
朝
光
」
と
い
う
題
で
、
あ
け
ぼ
の
に

松
、
竹
と
梅
の
花
、
つ
が
い
の
鶴
と
い
う
め

で
た
い
色
紙
で
あ
る
。
先
生
は
ふ
だ
ん
か
ら

ベ
レ
ー
帽
を
か
ぶ
っ
て
お
ら
れ
た
。
あ
る
朝
、

渚
山（
御
殿
山
町
）の
「
大
阪
美
術
学
校
」
跡

の
茂
み
か
ら
自
転
車
を
押
し
て
出
て
こ
ら
れ

た
。
緑
の
茂
み
の
奥
は
か
つ
て
の
美
術
学
校

で
、
先
生
は
美
術
学
校
の
卒
業
生
の
縁
で
奥

の
建
物
に
住
ん
で
お
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
昭

和
39
年（
1
9
6
4
）刊
行
の
「
ひ
ら
か
た
散

歩
１
」
に
美
術
学
校
建
物
の
挿
絵
が
残
る
が
、

破
風
を
持
っ
た
立
派
な
建
物
だ
っ
た
よ
う
だ
。

ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ
や
ア
カ
シ
ア
の
木
立
に
包
ま

れ
た
石
段
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
大
阪
美
術
學

校
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
あ
っ
た
と
い
う
。

（
写
真
①
、「
大
阪
美
術
學
校
」
碑
、
美
術
セ

ン
タ
ー
構
内
に
残
る
）い
つ
の
ま
に
か
建
物

は
撤
去
さ
れ
、
跡
地
は
市
の
図
書
館
や
、
美

術
学
校
ゆ
か
り
の
美
術
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ

れ
た
。（
写
真
②
、
現
在
の
御
殿
山
生
涯
学
習

美
術
セ
ン
タ
ー
、
御
殿
山
駅
か
ら
東
へ
徒
歩

７
分
）

「
枚
方
の
美
術
2
0
0
0
年
展
」「
近
・
現

代
の
美
術
運
動
―
大
阪
・
枚
方
に
見
る
」
の

著
者
、
武
田
俊
哉
氏
に
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、

「
平
山
正
」
氏
は
卒
業
生
で
昭
和
20
年
代
か

ら
30
年
代
に
学
校
教
育
、
特
に
中
学
の
美
術

教
師
と
し
て
活
躍
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

一
中
卒
業
生
ア
ル
バ
ム
に
先
生
の
懐
し
い
お

顔
の
写
真
が
あ
っ
た
。
多
く
の
美
術
学
校
卒

業
生
が
周
辺
地
域
の
美
術
教
育
を
担
っ
た
の

だ
。
色
紙
は
今
も
大
切
に
残
し
て
い
る
。

◇
な
ぜ
、
御
殿
山
に
美
術
学
校
が
？

明
治
43
年（
1
9
1
0
）に
開
業
し
た
京
阪

電
車
は
、
牧
野
村
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
乗
客
増

を
図
る
た
め
、
昭
和
３
年（
1
9
2
8
）に
牧

野
駅
近
く
に
大
阪
女
子
高
等
医
学
専
門
学
校

（
現
在
、
関
西
医
科
大
学
の
建
物
）、
大
阪
歯

科
医
学
専
門
学
校（
現
在
、
大
阪
歯
科
大
学

の
建
物
）を
誘
致
し
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
４
年（
1
9
2
9
）に

は
、
天
王
寺
区
悲
田
院
に
あ
っ
た
矢
野
橋
村

の
「
大
阪
美
術
学
校
」
を
御
殿
山
へ
誘
致

し
た
。
同
年
６
月
、
4
8
0
0
坪
の
敷
地

に
、
4
0
0
坪
の
２
階
建
て
洋
館
の
新
校
舎

と
1
5
0
畳
敷
き
の
美
術
館
と
し
て
橋
村
が

居
住
兼
ア
ト
リ
エ
と
し
た
「
大
来
館
」
が
建

て
ら
れ
た
。
こ
の
地
は
江
戸
初
期
、
永
井

尚
庸（
後
の
尾
張
加
納
藩
祖
）が
陣
屋
を
建
て

た
地
で
あ
る
。
校
舎
は
白
亜
の
瀟
洒
な
建
物

で
あ
っ
た
。
新
駅
設
置
が
条
件
に
な
っ
て
い

た
た
め
、
同
年
６
月
25
日
、
御
殿
山
駅
が

オ
ー
プ
ン
、
現
在
地
よ
り
1
0
0
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
南
寄
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。
美
校
生
が

御
殿
山
駅
を
降
り
、
田
園
風
景
の
中
、
坂
道

を
上
る
姿
を
想
像
で
き
る
。
こ
の
頃
の
京
阪

電
車
の
意
気
込
み
や
、
そ
れ
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
、
北
河
内
に
学
園
都
市
を
目
指
し
学
術
と

美
術
の
華
を
咲
か
せ
よ
う
と
し
た
牧
野
村
の

先
駆
性
が
見
て
取
れ
る
。
こ
れ
に
呼
応
し
た

の
が
若
き
画
家
、
矢
野
橋
村（
こ
の
と
き
34

歳
）で
あ
っ
た
。
橋
村
が
大
阪
市
内
に
「
大

阪
美
術
学
校
」
を
創
設
し
た
の
は
、
大
正
13

年（
1
9
2
4
）で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
わ
ず

か
５
年
、
橋
村
は
大
阪
市
の
近
代
化（
大
大

阪
）に
合
わ
せ
、
美
術
の
大
な
る
発
展
を
郊

外
の
新
天
地
で
図
ろ
う
と
し
た
の
が
御
殿
山

御
殿
山
に
美
術
学
校

　
　
　
軍
の
接
収
で
閉
校
へ

宿
場
町
枚
方
を
考
え
る
会
元
会
長  

堀
家
啓
男

交
野
ケ
原
編

North Notes of Historia

①「大阪美術學校」碑、美術センター構内に残る

②現在の御殿山生涯学習美術センター

の
地
だ
っ
た
。

◇
多
く
の
画
家
を
輩
出

校
地
は
淀
川
を
一
望
で
き
、
自
然
美
に
囲

ま
れ
た
風
光
明
媚
な
高
台
で
、
橋
村
の
新
南

画
構
想
に
ふ
さ
わ
し
い
土
地
で
あ
っ
た
。
本

科
３
年
、
専
攻
科
２
年
の
５
年
制
で
、
後
に

研
究
科
３
年
が
付
設
さ
れ
た
。
寄
宿
舎
を
用

意
し
、
全
国
各
地
か
ら
画
家
志
望
の
若
者
が

学
ん
だ
。
校
歌
も
あ
り
、
女
子
学
生
に
は
制

服
ま
で
あ
っ
た
と
い
う
。
多
く
の
画
家
を
輩

出
し
た
が
、
枚
方
、
交
野
の
著
明
な
考
古
学

者
、
郷
土
史
家
の
片
山
長
三
氏
も
一
時
、
学

ん
だ
そ
う
だ
。
長
三
氏
が
交
野
市
の
市
役
所

別
館
１
階
壁
面
に
描
い
た
、
古
代
の
寺
院
の

大
壁
画
は
壮
大
で
あ
る
。（
写
真
③
、
片
山

長
三
氏
の
壁
画　

交
野
市
役
所
別
館
）ま
た
、

交
野
「
青
年
の
家
」
１
階
右
手
の
壁
に
「
妙

義
山
」
の
大
風
景
画
が
迫
る
が
、
同
じ
く
卒

業
生
の
清
水
要
樹
氏
の
大
作
で
あ
る
。
画
家

と
元
交
野
市
長
の
親
交
か
ら
交
野
市
に
寄
贈

さ
れ
た
と
い
う
。
毎
年
、
春
秋
に
要
樹
氏
の

寄
贈
作
品
展
が
開
か
れ
る
と
の
こ
と
。

◇
「
宮
本
武
蔵
」
の
挿
絵
を
描
く

橋
村
は
、
明
治
23
年（
1
8
9
0
）９
月
、

愛
媛
県
越
智
郡
波
止
浜
町︵
現
在
の

今
治
市
︶に
生
ま
れ
た
。
17
歳
で

大
阪
に
出
、
陸
軍
大
阪
造
兵
厰
に

勤
め
る
が
、
事
故
で
左
手
首
を
切

断
す
る
。
19
歳
、
南
画
家
の
永
松

春
洋（
田
能
村
直
入
の
弟
子
）に
師

事
す
る
。
痩
腕
な
が
ら
早
々
と
南

画
家
と
し
て
頭
角
を
現
し
、
23
歳

の
年
か
ら
３
年
連
続
、
文
展
褒
賞

を
得
る
。
大
阪
画
壇
で
活
躍
、
新

し
い
南
画
の
域
を
高
め
た
。
南
画

は
、
中
国
古
来
の
南
宋
画
が
画
譜

等
を
通
し
て
近
世
に
伝
わ
り
、
日

本
に
お
い
て
、
文
人
墨
客
の
技
と

し
て
受
容
さ
れ
た
。
橋
村
は
日
本

の
風
土
に
立
脚
し
た
近
代
的
な
南

画
を
目
指
し
、
実
景
、
実
物
を
も

と
に
、
新
境
地
を
開
く
。
描
い
た

自
然
の
風
物
画
や
人
物
画
の
中
に
、

画
家
の
思
い
を
達
成
で
き
る
と
し
、

自
ら
も
大
画
面
に
そ
の
思
想
に
基

づ
く
作
品
を
発
表
し
た
。
同
人
と

図
り
、
新
南
画
の
発
展
の
た
め
「
日
本
南
画

院
」
を
創
設（
大
正
10
年　

1
9
2
1　

31

歳
）す
る
。「
大
阪
美
術
学
校
」
は
、
画
学
生

の
自
主
性
を
大
事
に
し
、
ま
た
日
本
画
、
西

洋
画
の
双
方
の
画
学
生
が
互
い
の
制
作
室
を

の
ぞ
け
る
よ
う
に
し
、
創
作
意
欲
を
喚
起
し

た
。
日
本
画
、
西
洋
画
に
著
明
な
教
授（
画

家
）を
招
い
た
の
は
、
新
南
画
の
後
進
の
育

成
を
目
指
す
た
め
で
あ
る
。

一
方
、
橋
村
は
新
聞
小
説
の
挿
絵
に
も
取

り
組
む
大
衆
性
も
持
っ
て
い
た
。
昭
和
10
年

（
1
9
3
5
）、
朝
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
吉

川
英
治
の
時
代
小
説
「
宮
本
武
蔵
」
は
空
前

の
人
気
を
得
た
が
、
橋
村
の
描
い
た
武
蔵
の

躍
動
感
あ
ふ
れ
た
挿
絵
に
よ
っ
て
も
醸
成
さ

れ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
時
か
ら
橋
村
と
英
治

は
、
親
交
を
深
め
、
英
治
が
何
度
も
御
殿
山

の
大
来
館
を
訪
れ
た
と
い
う
。

情
熱
を
注
ぐ
橋
村
、
発
展
す
る
「
大
阪
美

術
学
校
」、
だ
が
、
昭
和
14
年（
1
9
3
9
）

３
月
１
日
、
突
如
、
陸
軍
「
禁
野
火
薬
庫
」

が
大
爆
発
を
起
こ
す
。
美
術
学
校
は
火
薬
庫

に
近
接
し
て
い
た
。

◇
軍
に
よ
り
接
収

飛
び
交
う
破
裂
弾
の
中
、
橋
村
は
校
舎
を

守
ら
ん
と
そ
の
場
に
と
ど
ま
っ
た
。
だ
が
建

物
は
半
壊
。
橋
村
は
奮
闘
し
、
半
年
で
復
興

さ
せ
る
。
そ
の
年
、
学
校
を
拠
点
に
新
南

画
の
「
乾
坤
社
」
を
立
ち
上
げ
、
学
校
の

卒
業
生
や
生
徒
の
参
加
を
得
て
「
第
一
回

乾
坤
社
展
」
を
開
く
。
し
か
し
、
戦
局
は

厳
し
く
、
応
召
や
徴
用
で
在
校
生
が
減
少

し
、
学
校
運
営
は
困
難
と
な
る
。
昭
和
18
年

（
1
9
4
3
）、「
乾
坤
社
」
は
第
五
回
展
を

も
っ
て
終
結
、
解
散
す
る
。
そ
し
て
、
昭
和

19
年（
1
9
4
4
）、
学
校
施
設
は
陸
軍
に

よ
っ
て
接
収
さ
れ
る
。
学
校
名
義
は
橋
村
の

移
転
先
の
豊
中
に
置
か
れ
た
が
、
戦
後
、
昭

和
21
年（
1
9
4
6
）、
画
具
を
大
阪
市
立
美

術
館
に
寄
贈
し
、
つ
い
に
「
大
阪
美
術
学

校
」
は
終
焉
を
む
か
え
た
。
戦
後
も
橋
村
は

画
家
と
し
て
活
躍
す
る
が
、
75
歳
で
没（
昭

和
40
年
）。　

橋
村
に
よ
っ
て
交
野
ケ
原
に
芸
術
文
化
の

華
が
開
か
ん
と
す
る
も
、
無
残
に
も
軍
と
戦

争
に
よ
っ
て
摘
み
取
ら
れ
た
。
北
河
内
に
は
、

今
も
国
公
立
の
美
術
館
、
美
術
大
学
が
な
い
。

美
術
学
校
が
残
っ
て
お
れ
ば
、
違
っ
た
歴
史

が
刻
ま
れ
た
だ
ろ
う
が
惜
し
い
こ
と
だ
。
跡

地
に
ゆ
か
り
の
「
御
殿
山
美
術
セ
ン
タ
ー
」

が
開
館
さ
れ
た
が
、
現
在
は
建
物
の
目
的
が

変
わ
っ
た
よ
う
で
、
橋
村
の
作
品
展
示
も
限

ら
れ
て
い
る
。
わ
ず
か
に
残
る
橋
村
胸
像
や

美
術
学
校
時
代
の
石
碑
で
橋
村
を
偲
ぶ
し
か

な
い
の
は
、
い
か
に
も
寂
し
い
。
せ
め
て
以

前
の
よ
う
に
「
矢
野
橋
村
」
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
れ
ば
と
思
う
の
だ
が
—
—
—
。

（
参
考
、「
企
画
展　
矢
野
橋
村
展
」（
市
立

枚
方
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）、「
枚
方
の
美
術

2
0
0
0
年
展
」
枚
方
市
、
枚
方
市
教
委
、

「
枚
方
風
土
記
」、「
枚
方
市
史
別
巻
」
枚
方

市
、「
ひ
ら
か
た
を
歩
く
１
」　
枚
方
新
聞
社
）

③片山長三氏の壁画



事
務
局
：
事
務
局
長
を
任
命
さ
れ
て
、
す
ぐ

に
委
員
会
配
属
会
議
、
会
員
名
簿
作
成
、
名

刺
の
作
成
、
A
T
・
提
案
書
・
会
計
セ
ミ

ナ
ー
の
実
施
と
立
て
続
け
に
事
業
が
あ
り
、

右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
提
案
書
を
作
成

し
て
バ
タ
バ
タ
と
し
て
い
た
の
を
、
昨
日
の

こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。
１
年
間
を

振
り
返
っ
て
み
る
と
事
務
局
と
し
て
は
担
当

例
会
も
な
く
大
き
な
事
業
が
な
か
っ
た
事
か

ら
事
務
局
メ
ン
バ
ー
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

保
つ
こ
と
に
と
て
も
苦
労
致
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
も
事
業
計
画
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
Ａ
Ｔ
内
の
電
子
会
員
名
簿
の
精
査
が
で

き
た
こ
と
は
、
今
後
の
青
年
部
に
も
少
し
は

財
産
を
残
せ
た
か
な
と
思
い
ま
す
。
忙
し
い

中
、
デ
ー
タ
入
力
に
尽
力
し
て
く
れ
た
事
務

局
メ
ン
バ
ー
に
は
と
て
も
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
理
事
と
し
て
１
年
間
通
じ
て
感
じ
た
こ

と
は
、
ま
だ
委
員
長
を
経
験
し
た
こ
と
が
な

い
メ
ン
バ
ー
に
は
、
１
度
は
経
験
し
て
も
ら

い
た
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
自
分
自
身
が

成
長
で
き
る
機
会
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

総
務
委
員
会
：
総
務
委
員
会
は
委
員
会
メ
ン

バ
ー
の
大
半
が
経
験
豊
富
な
40
歳
前
半
と
い

う
ナ
イ
ス
ミ
ド
ル
な
メ
ン
バ
ー
構
成
で
し
た
。

委
員
会
の
役
割
は
、
毎
月
開
催
さ
れ
る
諸
会

議
の
運
営
や
年
２
回
開
催
さ
れ
る
総
会
の
企

画
運
営
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
組
織
運
営
で

す
。
組
織
運
営
に
加
え
て
、
12
月
に
開
催
の

ク
リ
ス
マ
ス
例
会
も
担
当
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
毎
月
開
催
さ
れ
る
委
員
会
や
事
業
に
お

い
て
、
出
席
し
て
頂
い
た
す
べ
て
の
会
員
は
、

お
仕
事
や
プ
ラ
イ
べ
ー
ト
の
時
間
な
ど
必
ず

何
か
を
犠
牲
に
し
て
参
加
し
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
入
会
年
度
や
年
齢
に
関
わ

ら
ず
、
各
社
で
中
心
人
物
で
あ
る
会
員
様
に

し
っ
か
り
と
敬
意
を
表
し
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
事
業

に
出
席
し
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
頂
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
責
任
感
を
も
っ
て
組

織
運
営
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
会
議
や
総

会
に
つ
い
て
は
、
例
年
開
催
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
基
本
的
に
は
決
ま
っ
た
形
で
粛
々
と

執
り
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
無
機
質
な
担

当
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、「
今
日
は

参
加
し
て
良
か
っ
た
」
と
感
じ
て
頂
く
た
め

に
、
い
か
に
楽
し
さ
や
遊
び
を
取
り
入
れ

る
の
か
を
追
及
し
続
け
た
１
年
で
し
た
。
素

晴
ら
し
い
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
活
躍
の
も
と
、

概
ね
年
初
に
イ
メ
ー
ジ
し
た
内
容
の
事
業
、

委
員
会
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
委
員
会

メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
対
し
心
よ
り
感
謝
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
組
織
運
営
の
役
割
だ
け
で

な
く
、
遊
び
心
を
遺
憾
な
く
発
揮
で
き
る
ク

リ
ス
マ
ス
例
会
を
総
務
委
員
会
に
託
し
て
頂

い
た
亀
岡
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
理
事
役
員

の
皆
様
、
総
務
委
員
会
を
支
え
て
続
け
て
頂

い
た
西
岡
副
会
長
、
黒
野
室
長
に
も
深
く
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

入
会
促
進
委
員
会
：
入
会
促
進
委
員
会
で
は

入
会
促
進
の
仕
組
み
作
り
と
新
春
例
会
を
担

当
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
入
会
促
進
の
仕
組

み
を
作
る
と
い
う
新
し
い
試
み
で
、
何
が
正

解
と
い
う
答
え
が
な
い
中
、
目
標
60
名
の
会

員
拡
大
を
達
成
す
る
為
に
、
委
員
会
メ
ン

バ
ー
で
意
見
を
出
し
合
い
、
入
会
促
進
の
仕

組
み
と
い
う
一
つ
の
か
た
ち
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
仕
組
み
を
も
っ
て
、
委

員
会
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
な
く
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン

バ
ー
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ
て
、

目
標
の
60
名
を
達
成
で
き
た
こ
と
を
心
か
ら

感
謝
い
た
し
ま
す
。
多
く
の
新
入
会
員
を
あ

ず
か
る
委
員
会
と
し
て
、
毎
月
、
毎
月
、
新

し
い
メ
ン
バ
ー
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
月
を

重
ね
る
ご
と
に
委
員
会
メ
ン
バ
ー
が
増
え
て

い
き
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
最
大
の
魅
力
と
も
い
え
る
メ

ン
バ
ー
同
士
の
交
流
を
大
い
に
図
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
委
員
会
の
盛
り
上
が
り
を
そ

の
ま
ま
に
、
１
月
の
新
春
例
会
で
は
新
入
会

員
の
皆
さ
ん
が
率
先
し
て
役
割
を
担
っ
て
頂

き
、
既
存
メ
ン
バ
ー
と
新
入
会
員
、
総
勢
30

名
以
上
の
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
協
力
の
お
か

げ
で
担
当
事
業
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
一
年
を
振
り
返
っ
て
、
委
員
長

を
さ
せ
て
頂
き
、
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
魅
力
と
い
わ
れ
る
も
の
を

一
番
多
く
経
験
さ
せ
て
頂
け
た
、
感
動
の
多

い
一
年
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
年

間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

未
来
提
言
委
員
会
：
未
来
提
言
委
員
会
で

は
、
６
月
に
國
武
大
紀
氏
を
お
招
き
し
て
政

策
提
言
と
コ
ー
チ
ン
グ
に
つ
い
て
の
例
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
講
演
会
を
設
え
る
な
ん
て

初
め
て
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
一
つ
一
つ
が

貴
重
な
経
験
で
し
た
。
10
月
の
公
開
委
員
会

で
は
、
日
本
Y
E
G
か
ら
吉
川
正
明
相
談
役

に
お
越
し
頂
き
、
商
工
会
議
所
の
提
言
活
動

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
講
演
し
て
頂
き
ま

し
た
。
委
員
会
で
は
、
８
月
頃
か
ら
提
言
の

作
成
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
、
手
探
り
で
進

む
中
、
委
員
会
の
皆
さ
ま
に
支
え
て
頂
き
提

言
書
を
作
成
し
て
い
き
ま
し
た
。
今
年
度
の

提
言
で
は
、
職
業
交
流
を
通
じ
た
人
材
不
足

の
解
消
と
学
校
現
場
と
の
交
流
、
次
世
代
の

育
成
を
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
例
会
、

公
開
委
員
会
、
毎
月
の
委
員
会
、
ス
タ
ッ
フ

会
と
、
目
ま
ぐ
る
し
い
一
年
で
し
た
が
、
委

員
会
の
皆
さ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
い

た
か
ら
、
一
年
間
進
ん
で
こ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
委
員
会
を
越
え
て
日
々
声
を
か
け
て
く

だ
さ
っ
た
先
輩
方
に
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
委
員

会
活
動
を
通
じ
て
多
く
の
方
と
交
流
で
き
た

こ
と
が
一
番
の
財
産
で
す
。
一
年
間
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

本
会
交
流
委
員
会
：
令
和
５
年
度
、
本
会
交

流
委
員
会
で
は
３
つ
の
事
業
を
行
い
ま
し

た
。
１
つ
目
、
隔
月
で
開
催
さ
れ
て
い
る
組

織
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
商
工
会
議

所
職
員
さ
ん
と
ラ
ン
チ
を
食
べ
な
が
ら
ざ
っ

く
ば
ら
ん
に
情
報
共
有
や
課
題
の
共
有
を
行

い
ま
し
た
。
２
つ
目
、
７
月
度
例
会
で
は
株

式
会
社
や
ろ
ま
い
の
秋
元
祥
治
氏
を
お
招
き

し
、「
中
小
企
業
の
た
め
の
、
お
金
を
か
け

ず
に
売
上
ア
ッ
プ
す
る 

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
軽
快
な
ト
ー
ク
と
と
も
に

分
か
り
や
す
い
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
頂
き
、
メ

ン
バ
ー
に
も
大
変
好
評
を
頂
き
ま
し
た
。
最

後
に
、
12
月
に
実
施
し
た
本
会
職
員
と
の
交

流
会
で
は
企
画
と
し
て
二
人
羽
織
を
実
施
し
、

会
長
を
含
め
た
メ
ン
バ
ー
３
ペ
ア
に
出
場
頂

き
会
場
が
大
い
に
盛
り
上
が
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
毎
月
の
委
員
会
で
も
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
で
と
て
も
充
実
し
た
１
年

で
し
た
。
改
め
て
本
年
度
１
年
間
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
報
委
員
会
：
広
報
委
員
会
で
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
作
成
及
び
運
営
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
用
い

て
の
北
大
阪
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動
内
容
の
発
信
、

８
月
度
例
会
の
開
催
、
そ
し
て
青
翔
の
発
刊

な
ど
を
担
当
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
北
大
阪

Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の
発
信
に
あ
た
り
、
多
く
の
委

員
会
メ
ン
バ
ー
と
た
く
さ
ん
の
事
業
に
参
加

し
、
撮
影
を
さ
せ
て
頂
く
中
で
、
こ
れ
ま
で

感
じ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
北
大
阪
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

魅
力
に
触
れ
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
青
翔
の
発
刊
に
あ
た
り
会
長
や

事
業
の
担
当
委
員
長
、
卒
業
予
定
者
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
で
、
私
自
身

多
く
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

８
月
度
例
会
で
は
、
あ
め
ん
ぼ
ぷ
ら
す
の
お

ま
つ
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、
1
0
0
名
を

超
え
る
メ
ン
バ
ー
に
効
果
的
な
広
報
手
段
を

学
ん
で
頂
け
た
と
考
え
ま
す
。
広
報
と
い
う

な
れ
な
い
役
割
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
副

会
長
、
室
長
の
お
力
添
え
も
あ
り
、
１
年
間

や
り
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
な
に
よ
り
、
１
年
間
共

に
楽
し
い
時
間
を
す
ご
し
て
頂
き
ま
し
た
委

員
会
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
は
感
謝
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！

総務委員会
宮井委員長

入会促進委員会
大東委員長

未来提言委員会
小牟礼委員長

本会交流委員会
小野島委員長

事務局
松本委員長

広報委員会
鳳山委員長
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青年部 Young Entrepreneurs Group Information 青年部http://kitaosaka-yeg.jp/

せいしょう

青年部ニュース
発　行

北大阪商工会議所
青年部　広報委員会

１
年
を
振
り
返
っ
て

第280号

Young Entrepreneurs
 Group Informaition

北大阪商工会議所 青年部北大阪商工会議所 青年部

〒573-1159　枚方市車塚１丁目１番１号 輝きプラザ「きらら」６Ｆ 枚方市立地域活性化支援センター内
TEL：072-843-5163　FAX：072-841-0173　北大阪商工会議所青年部事務局　http://kitaosaka-yeg.jp/

ご興味のある方は
こちらへ　　

令和５年度スローガン

令和５年度会長　亀岡健太郎
互

ご

敬
けい

相
あい

笑
しょう

  敬意と感謝を響きあわせ、個と共を両得させよう

商工会議所青年部【YEG】は
次代の地域経済を担う
若手経営者の集まりです。

会員募集



◆LINEからのニュース投稿機能について！ ◆プレゼント特集（ご提供頂ける事業所）募集

LINEから手軽にニュース作成と投稿が出来ます！
ぜひ、ご活用ください！

代表取締役社長 山 口  悟 様

地域ポータルサイトのプレゼントコーナー!!
プレゼント提供をいただける事業所様を
募集中。コーナーでは、屋号と事業内容を
掲載いたします。
https://hirakata.mypl.net/article/present_kitaosakaランチ、デザートなどのイチオシ特集に参加しませんか

◆イチオシ特集・掲載募集 掲載無料！

枚方市産業振興キャラクター
ひこぼしくんまいぷれ通信まいぷれ通信

地域ポータルサイト

交野市産業PRキャラクター
おりひめちゃん

寝屋川市のマスコットキャラクター
はちかづきちゃん

こんな情報発信しています

会員の皆様が知っている何気ない情報、地元の人に知ってほしいとっておきの話。「まいぷれ」を使えばみんなに伝えられます。
それを知った誰かが、もっと街を好きになれるはずです。まいぷれは、地域に密着した情報をホームページでお届けしています。

まいぷれでまいぷれで
枚方市茄子作にある「さかな屋　海人」はまいぷれの
ニュース機能を活用して新鮮なおさかなの情報を配
信して頂いています。【ひらかたポイント協力店】
店主厳選の鮮度が自慢の魚介類が並ぶ鮮魚店です！
その日の仕入れによって変わる美味しい海鮮をご用
意しております。思い立った時に美味しい魚が食べ
られる場所を提供することで日本の魚文化を伝えて
いきたい。そんな思いで毎日魚と向き合っています。

〜 さかな屋　海人 〜

-----‌�北大阪商工会議所のポータルサイトを活用いただいている、感想をお聞かせください。
大切な人の誕生日や記念日は心を込めてお祝いしてあげたい…そんなスペシャルな日に
海人で新鮮な刺身、魚や、旬の海鮮などでお祝いしませんか。旬の魚や海鮮を皆様に
知っていただけるように、地域に密着した「まいぷれ」を活用し地域の皆様に新鮮な商品
のご提供をしております！
-----‌�お声を聞かせていただきありがとうございました。

名　　称：さかな屋　海人
住　　所：枚方市茄子作北町１-７
電話番号：072-852-4037

ひらかたポイント協力店

お問い合わせ　まいぷれ事務局　TEL：072-841-1200

地域ポータルサイトを活用しませんか？

SEO・MEO対策
【ご 融 資 額】  お子さま１人あたり350万円以内
【金　　　利】  年2.25％　固定金利
　　　　　　  ※‌�「母子家庭」、「父子家庭」、「交通遺児家庭」、「世帯年収200万円（所得132万円）以内の方」または「子ども３人

以上の世帯かつ世帯年収500万円（所得356万円）以内の方」は、年1.85％　　　  （令和５年10月１日現在）
【ご返済期間】  18年以内
【お使いみち】  入学金、授業料、教科書代、アパート・マンションの敷金･家賃など
【ご返済方法】  毎月元利均等返済（ボーナス時増額返済も可能）
【保　　　証】（公財）教育資金融資保証基金（連帯保証人による保証も可能）

お子さまの教育資金を
「国の教育ローン」（日本政策金融公庫）がサポート！

高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用を対象とした公的な融資制度です。

詳しくは、HP（「国の教育ローン」で検索）または教育ローンコールセンター
【0570-008656（ナビダイヤル）または（03）5321-8656】までお問い合わせください。

小規模事業者経営改善資金融資制度

北大阪商工会議所 中小企業相談所 TEL（072）843-5154／寝屋川支所 TEL（072）828-5151／交野支所 TEL（072）892-6700
※ご利用いただける方の対象など、　詳細はお問合せください。

お問い合わせ先

無 担 保

無保証人

低 金 利
ご利用の
手続き ご相談

お申込
商　工
会議所

推薦 ご融資
日本政策
金融公庫

この制度は、小規模事業者の経営改善が促進されるよう設けられたもので、多くの事業所で活用されております。融資は、商工会議
所の経営指導を受けて経営の改善をしていこうとする方に、商工会議所の推薦により、保証人も担保も不要で、しかも低金利で日本
政策金融公庫から貸し出されるものです。※借入時には日本政策金融公庫の審査があります。

マル経融資マル経融資のご案内のご案内

【 新型コロナウイルス対策別枠 】
別枠で1,000万円

（条件有り）
融資額 年利0.7％ 利 率

（令和６年２月１日現在）
・当初３年間の特別利率融資額 2,000

� 万円以内
融資
期間

運転資金７年以内

設備資金10年以内
利 率 年利1.20%

（令和６年２月１日現在）

【 一般枠 】

＜以下の要件を満たす事業所は、環境への排出量等を把握し、毎年の届出が必要です＞
１．届出対象事業者（①～③の要件を全て満たす事業所）

①業種：製造業等24業種　　②従業員数：事業者全体で常時使用する従業員数が21人以上
③取扱量：対象物質※(トルエン、VOC等)の年間取扱量が１トン(一部は0.5トン)以上
　※‌�2024年度の届出から対象物質及び届出様式が改正されています。詳細は、以下のホームページを御覧ください。
○「化管法（PRTR法）・条例に基づく適正管理の対象となる化学物質等の改正」ページ
　https://www.pref.osaka.lg.jp/kankyohozen/shidou/kagaku_kaisei.html

２．届出の内容
化管法・府条例で指定する物質の排出量、移動量、取扱量
化学物質の管理体制や緊急事態の対処等の規定を定めた計画書（化学物質管理計画書）等※

※事業所において常時使用される従業員数が50人以上の事業所に限る。
３．届出の受付期間

化管法：2024年４月１日～７月１日（電子届出は７月31日締切）
府条例：2024年４月１日～９月30日

◎大規模災害時における化学物質によるリスク低減対策の検討・実施が必要です。
○「化学物質対策」ページ　https://www.pref.osaka.lg.jp/kankyohozen/shidou/index.html

お問い合わせ先：大阪府 事業所指導課 化学物質対策グループ（直通：06-6210-9578）

化管法及び府条例に基づく化学物質の届出について
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枚方市尊延寺899-2

印刷物制作の予算・部数・納期など企画の段階からご相談ください。
写真撮影・デザインから印刷・納品までトータルにサポートします。

お問い合わせ
大阪本社営業２課 ☎072-867-3436

あらゆる印刷物を
より良い“パートナーシップ”で

お客様のニーズに合わせてカタチ
4 4 4

にします。
お客様の制作意図をより深く理解し、ご満足いただけるデザインを創造します。
地域密着ならではのきめ細かな対応で高品質印刷物の短期納品をお約束します。

https://www.daicolo.co.jp
大阪本社 〒573-1132 大阪府枚方市招提田近2-8 ☎072-850-0771（代）・大阪営業部 ☎072-819-5288・営業２課 ☎072-867-3436
東京支社 〒131-0034 東京都墨田区堤通1-19-9 リバーサイド隅田セントラルタワー２階 ☎03-3619-6117 ／ 札幌支店 ☎011-738-3877
仙台支店 ☎022-792-6321 ／ 名古屋支店 ☎052-483-7510 ／ 愛媛クリエイティブラボ ／ 広島支店 ☎082-249-6911 ／ 福岡支店 ☎092-413-3888 ISO14001：2015 大阪本社・工場

お気軽にマイクロバスを使ってみませんか？

有限会社山口バス
0120-84-3306

定期便契約承ります

〒571-0074 大阪府門真市宮前町8-9
TEL：072-881-3306　FAX：072-881-3344
E-mail：info@yamaguchi-bus.jp
http://www.yamaguchi-bus.jp

〈トヨタ〉ハイエースコミューター
定員14名 〈三菱〉ローザ（トランク付き） 定員24名

〈三菱〉ローザ 定員25名 〈三菱〉エアロミディ
定員24名

少人数での送迎や観光に… 各種送迎に… 旅行や観光に…
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会 員 限 定
折込広告・広告掲載サービス 北大阪商工会議所北大阪商工会議所  4,000会員4,000会員ににPRPRしませんか！しませんか！
会報誌『The NORTH』は、北大阪商工会議所の皆さまをはじめ、官公庁や全国主要
商工会議所等4,000社・団体に送付しています。
会員企業の皆様に直接お届けしますので、企業・団体向けのPRに最適です。

《こんなPRはいかがですか？》
◆ 自社PR・事業内容のご案内　　◆ 新商品・新サービスのご案内
◆ 各種イベント、セミナー等のご案内　　◆ 季節商品・各種宴会プランのご案内 　など

※‌�なお、会報誌に同封・掲載に際しては所内での審査が必要となりますので、あらかじめご了承ください。

お申込み・お問合せは 北大阪商工会議所 総務部 総務課　
〒573-1159 枚方市車塚１-１-１　輝きプラザきらら６階　枚方市立地域活性化支援センター内
ＴＥＬ 072-843-5151　ＦＡＸ 072-841-0173

広告チラシ同封サービス 折込料金（１種類あたり）
サイズ B5 A4 B4（２つ折） A3（２つ折）

会　　員 41,800円 62,700円 83,600円 125,400円

会員以外 83,600円 104,500円 167,200円 209,000円

広告掲載サービス 広告掲載料（月額）
場所 / サイズ １ページ 1/2ページ 1/4ページ

表紙裏 44,000円

背表紙裏 38,500円

記事中 28,600円 14,300円 7,150円

肉の松阪サンプラザ店にテーブル個室が誕生

営業時間
11：00～14：30
17：00～21：00

世紀の予算額！ 事業再構築補助金
一緒に将来へのビジョン、事業計画、策定しませんか！
（認定経営革新等支援機関　第8号認定2013年8月15日）

プレスリリースとは、報道機関に向けて情報の提供・告知・発表を行うことです。「プレス」は報道機関、「リ
リース」は提供・告知・発表を意味しています。このプランでは北大阪商工会議所がお申込みいただいた事業所の
紹介記事をライティングし、取りまとめて告知を発表することにより、公のプレスにアプローチすることができ
ます。各種報道機関の目に留まれば、テレビや新聞、ラジオなどに貴社の情報が掲載されるかもしれません。ま
た、基本メニューとして当所のウェブサイトにプレスの内容を掲載させていただきますので、自社のウェブ上の告
知としてご活用いただくこともできます。

当プランでは、同時に北大阪商工会議所の公式LINEアカウントでの広告や会報誌での広告も連動できます。残
念ながら報道機関に取り上げられなかった場合でも4,000の会員企業や北大阪の企業人2,000人の端末へダイレ
クト広告を発信することができます。この機会にぜひご活用ください！

プレスリリースサービス、LINE広告のおススメ
北大阪商工会議所

お申込みは↓までご連絡を！
詳細をご連絡させていただきます。
北大阪商工会議所 The NORTH 編集担当

TEL：072-843-5152　FAX：072-841-0173　Mail：north@kocci.or.jp※必ず報道機関に取り上げられることを保証するものではございませんのでご了承ください。

料金
　33,000円／回（税込）
頻度・締切
‌�　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン④

プレス
リリース

North Web
サイト掲載

ウェブ上に告知のベースを
掲載したい方におススメ！

料金
　33,000円／回（税込）
頻度・締切
　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン⑤

LINE
広告

North Web
サイト掲載

低コストで迅速なB to B
広告をご希望の方におススメ！

料金
　99,000円／回（税込）
頻度・締切
　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン①

プレス
リリース

LINE
広告

North Web
サイト掲載

会報チラシ
折込

おススメ！
29,700円お得！

料金
　88,000円／回（税込）
頻度・締切
‌�　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン②
プレス

リリース
LINE
広告

North Web
サイト掲載

会報誌
広告※

おススメ！
22,000円お得！

※表２もしくは表３、枠に空きがある月のみ可能

料金
　55,000円／回（税込）
頻度・締切
‌�　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン③

プレス
リリース

LINE
広告

North Web
サイト掲載

おススメ！
11,000円お得！

会員事業所限定!!
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Trivia

令和６年３月号
発行所／北大阪商工会議所

〒573-1159 枚方市車塚１丁目１-１ 輝きプラザ「きらら」６Ｆ 枚方市立地域活性化支援センター内
TEL：072-843-5151　FAX：072-841-0173　Mail：north＠kocci.or.jp

TheNORTH

地域の統計

新規求人倍率

1.9
2.1
2.3

1.7
1.5
1.3
1.1
0.9
0.7

管内

大阪

全国

1.90

2.58

2.26

2.5
2.7
2.9
3.1

12月11月10月９月８月７月
管内については原数値、大阪・全国については季節調整値

有効求人倍率

1.0

1.2
1.4

0.8

0.6

0.4

全国
大阪

管内
0.70

1.24
1.271.41.4

1.6

1.8

2.0

12月11月10月９月８月７月

※住民基本台帳法改正により、総人口を表記しています。人口（12月末人口）

20万

10万

総人口 世帯数男 女

寝屋川市225,736

108,703 117,033 112,710

10万

5万

総人口 世帯数男 女

交 野 市

77,272

37,159 40,113
34,082

40万

30万

20万

10万

総人口 世帯数男 女

枚 方 市394,221

188,659 205,562
185,778

2024年１月20日～ 2024年１月26日㈱野村呼文堂　TEL.072-843-0221
ビジネス書ランキングビジネス書ランキングRanking

1 位　日本保守党	 百 田 尚 樹 著(飛鳥新社 ¥1,650)

2 位　変見自在　安倍晋三を葬ったのは誰か
	 髙 山 正 之 著(新潮社  ¥1,705)

3 位　言語の本質	 今井むつみ 著(中央公論新社 ¥1,056)

4 位　日本の歪み
養 老 孟 司・茂木健一郎 著(講談社  ¥1,100)

5 位　大常識	 百 田 尚 樹 著(新潮社  　¥880)




